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谷の侵蝕進行防止』更に侵蝕谷の復旧，二つには侵蝕袋

の生成防止である。侵蝕谷の制禦に対しては，侵蝕谷生

成の機構に関する研究が必要であろう。

〔2〕シラス侵蝕谷生成の段階

シラス台地の崩壊の型については種為の場合が考えら

れるが，一般的にいって，シラス台地の侵蝕地形として

特徴づげられる「ホキ」と呼ばれる特殊地形をな子侵蝕

谷で，侵蝕谷の出口は非常に狭く垂直に近い絶壁をなし

ており，最上流の谷頭においてやや広い円形の垂直壁を

形成している。そしてこの「ホキ」と呼ばれる侵蝕谷生

成の過程において， これを5段階に区分する事が出来

る。そしてこの5段階を経過するものを正常型とし，他

の型すなわち第1段階を経過しないで第2段階より入る

ものを特殊型と名づける事にする。もちろん特殊型も何

等かの方法で第1段階を経過しているわけである。すな

わち正常型というのは，シラス台地内あるいはその周辺

の傾斜地に集水現象が起って，土地侵蝕が起り，侵蝕水

路より，侵蝕が発展して侵蝕谷を形成するもの這ある。

特殊型というのはシラス台地周辺の裳際の麓崩，山崩，

迂落性崩壊,壕の崩壊，その他の段落箇所等より侵蝕谷

に発屋するもので，この場合は第1段階を経過せず，第

2段階より侵蝕谷に発展するものである。それで古い侵

蝕谷には割に正常型が多,く，､昭和24年以降の新しい侵

蝕谷にはことに特殊型が多いようである。その狸由は古

い時代には自然の傾斜を有する原野が多く，ここに集水

現象顔生じ，侵蝕水路が造成せられてついに侵蝕谷形成

への過程をたどる事が考えられ，なおまたこの時代には

シラス台地周辺に多くの崩壊が発生したとは考えられな

いからである。これに反して昭和24年以降の新しい侵

蝕谷は，シラス台地周辺に生じた無数の崩壊より発展生

成したと考えられるL,事実かかる実例は非勝に多いか

らである。それ..Gまず侵蝕谷の正常型について考究する

ことにする。

（1）段階の一

シラス台地の地層は主としてシラス層によって総成さ

れており，シラス層そのものは全く均質で，火山灰，火

山砂を主として，その中に大小のガラス費の石英粗面岩

の礫を含んでいる。このシラス層は100米以上に及ぶも

のがあるが，シラス臘の上に通常4～5米内外のpF-ム

層がのっている。そして普通このローム層は腐植質に富

んだ黒土と黄隅色の粘土質士からなっている。黒色土は

比重力塞ぐ，粗籟で,割に保水力は大であるが,流水の

侵蝕には弱いようである。黄撮色粘土質土は流水の侵蝕

に対しても最も強いようである。シラスの物理的性質と

しては，シラスはほぼ細砂粒の集りで，その中に軽石を

含み，自然状態では約20％の含水比を保って若干の粘

性抵抗を持っている。しかるに自然の状態竃は100米以
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〔1〕緒 言 ，

過去数年来鹿児島，宮崎両果下シラ承台地周辺の土地

侵蝕が急激に復活して，重大なる社会問題となってい

る。それでシラス層に関する研究も活溌となり，種燕の

研究が発表されている。しかしながらシラス侵蝕谷は最

近発生したものではなく，古くより存在したものであ

り，それ等の中には現在安定しているものもちり，なお

侵蝕の進行しているもの卿もあり，また侵蝕の復活せるも

のも存在する。そして西力造博士の報告（シラズ層の山

崩の形状，昭和25年11月）にもある通り，過去にお

ける（昭和6～15年）シラス侵蝕谷の侵蝕進度測定の結

果によるも，その侵蝕進度は以外に遅く″部分により多

少の差はあるが，年平均0.5米に過ぎないという結果が

出ている。

しかるに昭和24年6月のデラ台風以来，新侵蝕谷の

発生，侵蝕の復活は頻繁となり，裳た侵蝕の進度が急激

となった事である。この事はその直擴の原因は豪雨であ

る頚に間違いがないとしても,，かかる急激なる侵蝕を起

し得るシラス台地の地方的並びに局所的状態，すなわち

主として土地の取扱い，森林の伐採がその間接的原因を

なしたと考えられる。ことに無計画的な山林原野の開墾

ことに部落に近い台地周辺力嬬墾された事,それに加え

て排水路につv､て考慮されていない事，更にあらゆる種

類の道路の不完全な事，ことに路面の侵蝕集氷に対する

何等の施設も存在しない事及び側溝，排水の不完全な事

等，これ等の土地利用の状態がシラス台地周辺の集水現

象を促進せしめている事は蕊実である。そしてこれ等の

集水が侵蝕水路を形成してついに侵蝕谷に発展するか，

あるいはシラス台地の霞際に落下して滝を形成し，滝の

適期的崩落により谷頭侵蝕は進行するのである。そして

シラス台地の災害防止に対しては,一つには既成の侵蝕
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伏谷『・シラス侵蝕谷生成の機溝について

上にも垂直に近い断溌を作り得るのは軽石を含む事に原

因して非常に大なる摩撰抵抗を有してい愚と考えられて

いる。そしてシラスは水の侵蝕iこ対して非常に弱いとい

う事である。

以上の如きシラス台地の地層の状況から，ここに何等

かの原因で集水現象が起ると，黒色士は水で飽和せら

れ’ どろどろとなって流きれ, V字型侵蝕流路を生ず

る。土地が平坦な場合はこの侵蝕流路も平衡蓮保持して

極端な侵蝕を起さないであろうが,土地が相当傾斜して

いる時，すなわちシラス台地の周辺における傾斜地にお

いては，流氷の侵蝕作用は相当急激で"V字谷の切りこ

みは無色土から粘土質に及銀が，この粘土質土は最も抵

抗性が強いと考えられる。そして侵蝕水路は下流側より

上流側に形成されて進行するの壱あるが,V字谷の切り

こみが進行すると，粘土質層よりついにシラス層に切り

こむが’侵蝕がシラス層に達すると，侵蝕は急激に進行

するのである。

（2）段階の二

流水のシラス層への切りごみが初まると，急激に侵蝕

力糟大してキv字谷はますます深さを増し，ここにロー

ム暦とシラ系層との間に侵蝕進度の不連続な悶緬が出来

る。これは外形的には断堂確)となって表われ，ここに

いわゆる谷頭侵蝕が開始せられる。そして恐らく谷頭侵

蝕の開始によっていわゆる「ホキ」と称こする侵蝕谷力形

成されるであろう，それ歪谷頭部の段落箇所すなわち滝

は普通上部は割に抵抗性の強い粘土質層よりなり，下部

の大部分は水の侵蝕にきわめて弱いシラス廟からなって

いる。それで落下水は流の前庭部を洗掘して滝壷を形成

する。滝のシラス壁の基部は不安定となり，また水に飽

和せられて崩落して洞穴を生じ少従って抗張力の弱いシ

ラス壁上部は崩落し，かくて粘土質士の差し懸っている

屋根詮有する洞穴を作る。そしてついにこの屋根に剪翫

篭裂を生じ，その結果として突出部は崩鯉j言る。この場

合粘土質土v、の水の謬透，シラス壁への水膜の形成等も

滝崩落の原因と厳る°かくて崩落土塊はう罐せられて，

流壷の前庭部の洗掘シラス壁の洞穴の形成，粘土質土の

屋展の崩落と週期的に滝の垂直壁は崩落して，谷頭侵蝕

は進行するのである。

（3）段階の三

谷頭より下流侵蝕谷の拡大はシラス願の縦侵蝕より始

まるが’シラス層は水の侵蝕に弱いために縦侵蝕は急激

で，侵蝕谷の溪床勾配が平衡に達するまで継縦するが，

それと共に横侵蝕も行われ，侵蝕谷側壁部に洞穴を生

じ，こｵ'がためにシラス壁は崩落して，侵蝕谷の幅を拡

大してゆく。そして側壁の崩落は常に垂直に近く，75～
90鹿で′従って侵蝕谷ほU謁彦をなしている。また漢

床シラス砂は流送され易いために，側壁崩落土砂も流送

せられて，漠の幅を増してゆく。

シラス屑は水に侵蝕され易いために，側壁に緩傾斜麸

もつと，雨水の侵蝕を受けて，雨裂け深く刻まれ，それ

と共に雨裂の面積も大となり，雨裂と雨裂との間の凸部

は崩落して結局垂直壁に移行する。

普通側壁シラス層の上部はローム層で，その上を植生

が被覆している。すなわち植生はその根系によって黒土

を緊縛して板状体を形成しているが，この板状体と下部

土層との結合は悪く，ここに凹みを生じ徐燕'に崩落して

シラス層の緩斜面を露出する。震た降雨水等の水の鯵透

によって板状体の崩落，あるいはより深く戸一ム層を莚

面とする崩壊を生ずる。こうしてシラス層の側壁ほ上部

にシラスの露出凸面を形成する。このシラスの露出凸面
は降雨水の鯵透により上部より下部に順次崩落して垂直

壁を形成ずる。更にまた戸一ム層の露笛面は乾曝による

膨張，収縮等のために縦横に亀裂を生じて，徐々に崩落

してゆくので,.いずれにしてもシラスの垂直壁が一応安

定であっても，その上部は不安定で，これより徐々に崩

落してシラスの崩壊葱きたすのである。またシラス壁が

少し傾余桶潅であるとシラス層に含む軽石等の粗粒砂を

頭にして無数の土柱を生じ，これ等の無数の土柱の集合

体たる薄層と内部のシラス層との間に不連続を生じ，つ

いに土柱体の薄層ほ崩落して垂直壁に接近する。また垂

直壁といえども，乾漂，気温の変化等により膨張収縮に
■

よってシラス壁表面に分脅鱗圃を生じ，これが徐為に崩

落してゆく。こうしてシラス侵蝕谷は下部よりあるいは

上部より崩落して,谷幅を拡大してゆくが,幅が大とな

るiこつれて，流水はその深さ詮減じ，勾配も緩となるの

で横侵蝕力を減少する。あるいは溪床は中央に低く両側

に高くなり，流水は中央に集中する傾向を生ずるので，

ある幅に達すると，崩落土によって形成きれた崖錐は徐

徐に流送を逃れて,垂直壁の基部に緩傾斜を形成してゆ

く。この時期は侵蝕谷が破壊より建設に入る転換の時期

である。

．（4）段階の四

この段階は半安定の時期で，外面的には大なる変化は

なく垂直壁の基部に徐盈ではあるが，崖錐が形成され

て』植生が侵入，崖錐面を被艇してゆく。そしてこの時

代には垂直壁に臓薙苔,草木,潅木等の植生により被覆

せられるが，この姿は最後の安定相ではなく，上部ロテ

ム層の崩落,垂直壁の崩落あるいは崖錐の崩落等週期的

な崩落によって，側壁基部はより緩となり，崖錐は徐,々

に上部に向って発達してゆくのである。この段階はシラ

ス層の特殊的性質,すなわち垂直壁の安定のために相当

に永く，あたかも髪定の時期であるかの観を呈する。シ
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伏谷； シラス侵蝕谷生成の機織につい･て

惹起される事は，正常型侵蝕谷生成過程としてすでに述

べたが，崖崩，山崩，莚落性崩壊，陥没等は侵蝕の不連

続性条件と地形的不連続性条件とを同時に与えるもの

で，これらの上部台地よりの流水落下により谷頭侵蝕ほ

進行するのである。それで谷頭侵蝕の起源について表示

すると次の通りである。

正常型侵蝕水路の不連続侵蝕

｜
…御．特殊型

〔4〕シラス侵蝕谷の形態的変化

シラス侵蝕谷はその発生より安定まで各段階を経過す

るので，その長さ，幅，傾斜等に変化を乗す事はもちろ

んで，しかも一侵蝕谷にも時間の緬固と共に侵蝕谷発展

の各段階が存在する事になるので，その形態も複雑化す

る事はもちろんである｡,しかしながらシラス侵蝕谷はこ

の時間的な形態的変化と共に，他の土地的，気象的因子

の変化も加2つって,侵蝕逓径の模式的麹上よりも，より
複雑な形態を現出す衝ようである。すなわち侵蝕谷の初

期的なものは，その形態は単純で模式的なものである
が，時間の経過と共に侵蝕谷はその周辺の集合水の流下

により分妓してその形態はより複雑となる画一般的にい

って，シラス侵蝕谷は地下水の湧水その‘他の原因による

常永はあるとしても，それほ極少麓で，侵蝕谷の形態に

変化を与えるものではない。そｵしで谷頭侵蝕の進行，溪

床?縦横侵蝕を惹起せしむるものほ,豪雨その他の原因
による上部台地よりの集水の落下によって行われるもの

で，従ってその集水流量の大小によっても侵蝕進行の程

度にも相違があり，その形態にも相違が生ずる。そして

谷頭侵蝕が進行するにつれて，その周辺の地形，植生等

にも変化があるし，侵蝕谷の長さ堂増すに､つれて，その

周辺よりの流水による影響を受ける可能性も多くなる。

あるいはまた一応安定しだがに見えた侵蝕谷も，土地

的変化や気象的変化によって侵蝕の復活するものも存在

する｡古い侵蝕谷で昭和24皐均鱸侵蝕を復活したもの
が多いのである。

〔5〕結 言

以上シラス侵蝕谷の生成について考察したのである

が，シラス侵蝕谷の形成悪は正常型と特殊型の二づの型

に分ける事が出来る。そして近来多く発生した侵蝕谷は

そのほとんどが特殊型で，籠崩，山崩，うこ落性崩壊，陥

没等より侵蝕の進んだもの‘で過る。正常型ほむしろ古い

（ﾕ6頁下段ゾ､gつづく）

ラス侵蝕谷の復旧対策として，シラス壁童緩應調に法切

りするよりも，シラス壁を自然の董襄，あるいは麺菖に

切り均す事を唱導しているのは理由なしとしない。しか

しながらこの時代は溺愛の髪定の姿でほなく，な溌不蓮

続的な不安定な面を有している。そしてこの段階では，

溪床は安定勾配となり』谷の形はU字谷よりややV字谷

に通‘､形に変化してゆく。

（5）段階の五

こ？段階は媛後の安定相，換言すれば完全復旧の時期
ともいうべきで，谷の側壁は綴傾斜と.なり，傾斜面ほ森

林植生をもって被饗琶られ下部と上部と噸には不運鏡
的な不安定相は存在しない。そしてかかる完全復旧の姿

は王溌のｼﾗｽ侵蝕谷においても見られるのである｡事
実シラス侵蝕谷にお"､で,垂直壁勤緩傾斜に移行し，

安定に向う幾段階もの侵蝕谷が存在している。

〔3〕谷頭侵蝕の起源

以上シラス侵蝕谷生成の正常型すなわち5段階につい

て述べたのであ易が,実際的にシラス地常の侵蝕谷ほこ

の正常な段階を経過しているとは限ら調,､。ことに新し

い侵蝕谷の多くほこの正常型よりも茜しろ特殊型に属し

ている事は既述の通りである。すなわち谷頭侵蝕，すな

わち第2段階より侵蝕谷は出発し，第1段階を欠くの‘7尋

あるが，これ等の場合傾斜地におげる段落，崖崩，山

崩,錨性崩壊,陥没等の如くすでに凌落が存在してい
て，これ等の上部台地より降雨その他による集合水が落

下,侵蝕する場合第2段階の谷頭侵蝕に移行するのであ

る｡鐸馳の段落への鑿合水が落下する場合ほ,シラス
層を露出しないが，洗掘が進展してシラス層に切りこむ

場合，谷頭侵蝕は急激種進行するのである。山崩，迂落

性崩壊等の場合はその破壊面にシラス層を露出するか

､らその侵蝕欧急激で，谷頭侵蝕は急速に進行する。そし

てこれ等の崖崩，山崩，蓮落性崩壊，陥没の多くは集合

水の流下により生じたもので，従ってこの集合水の流下

,が継続すると谷頭侵蝕が進行する‘ことになる。これ等に

噸しては多くの実例を挙げることが出来るが，ことに谷

顕侵蝕の急激な進行ほ上部よりの集合水の過犬であるこ

とによるものである。

以上谷頭侵蝕の起源について実例をあげたの~辰あ石

が，結局シラス地帯における谷頭侵蝕の他の地帯に比し

て，特に著しい現象としてとりあげられる理由は，もち

ろん台地上からの集水現象の特異性にもあるが，それに

も増して，シラス層とシラス上部ローム層との流水に対

､する侵蝕の度が著しく相違するという鋒的理由による

ものである。それで傾斜地における侵蝕水路の発達の過

程において，シラス層への切りこみによる侵蝕の不連鮠
性ほ，ここに地形的不連続が生ずるたぁに＞谷頭侵蝕が

《

『

一

2

《
、
一

･-－－－．3－－－．



実際の手先で穴を堀って植える方法などがあるカシい張

れも一長一短も，功程こそ競争的にやれば’1人3～4

千本以上にもなる力弱結果は上述の通りで，満足な苗は

1本もないであろう。

いずれの方法によっても，1本’本に余程の時間をか

けるか，あるいは床替の名人ででもない限り’百本が百

本，品評会にでも出品し得る檬な′立派な苗を造る事

は，中詩むずかしいのである。

この床替の悪いのは，何も人夫力惑いのではなくて’

今までに合理的な床替方法がなかったからで，指導者が

研究改善する努力を怠ったためである。しかしこの改善

も，今からでも遅くはないのである。植林の続く限り床

替は必要な事であるから。

このややこしい床替法の欠陥を，根本的に改善してる根

系の正常に発達した，優良苗木を育生する目的で考案し

たのが次に述べる柿木式床替定器である。

この潅定器は，昭和13年2月，筆者が上屋久営林

署永田担当区勤務中考案したもので，その後南九州の一

角では使用されていたが,熊本営林局は去る25年1月，

管内各営林署看，この定器の普及に関炉馬誰習会を開催
した。

苗畑作業の改善

忠
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1． 床将法の革新

2．間引欝の利用（間引床替法）

3． ねきりむしの完全防除法

4."E法の改善

5．覆土勧臘士）の改善

1． 床替法の革新

古くから，苗畑作業を最もむずかしいものは，

あるといわれている。筆者も全く同感遥あ
、

為驫輔欝驚鷺電:間鷲
くの苗木を取扱って来たが，床替苗℃正常

な形態をした苗木は滅多に見ないのであ

る。ほとんど大部分のものは，根がひどく 、

曲ったり，全体力纒り固めた稜に丸くなっ

たり，あるいは根先力逆立した穣に上詮向 ・

いたり，あるいは枝幹部に姥談して，根部

一
《
雁
→

床替種

逢暴の平緬回

1

蕊上
荷

●

ヤ
●

3－． ｡－ ｡－ F－ 君．． Z－ ･薗一

平諏

駒百一 河 Ux ■ 一‐￥ー‐五一一nI K－ zB z Ⅱ‐』 H 岳ー

ユ

Ｌ
Ｐ

_迄皇塁_に藍 迩嫉幽言対
一 一一二E－

が非常に少かつたりするものが大部分電，

根系枝葉共，理想的に均整のとれた正常な

苗ば，きわめて少いのである。

こんな不良苗を山地植栽では，更に叉好

い加減な植付をするものだから，従来の操

に大面積の不成績造林地が出来て』莫大な

る国損麸きたしているのである。

現在不成績造鉢地の大部分の原因が，保

帰せられているが,筆者は苗木の悪い事や

良くない事も，生長不良の大きな原因の－

5。

まき付でいかに立派な苗木が出来ても，

奇形苗にしてしまえば，我受が幼年期に

林地の大部分の原因が，保

まき付でいかに立派な苗木が出来ても，

一

一

穴の瀕さ－

第1図

育の不徹底に

が,筆者は苗木の悪い事や，植付方法の

生長不良の大きな原因の一つであると思

この定器は図の棟に，長120cm,巾13Cm,厚1.5cEE

の平板で〃平板の片側を12cnl間隔（両端は6cm)

に，．の字形に0.7cm角に欠き坂’，その外部iこ長
3Cm,巾厚各1.5cmの本片（駒）詮起倒し得る猿に，

一方を小釘｡C取付けたものである。（これはヒノキ，マ

ツ類の当年生な床替する場合の間隔で，スギ当年生を床

替する場合は，平板の巾及欠穴の間隔を各15cmにす

る)。

この定器を使用するには，

（イ）先ず区劃慾地した苗床面に，駒な倒したまま定

これを床替で

奇形苗にしてしまえば，我受が幼年期に不具者になっ

て，－Q生涯思う隷な活動が出来ないのと同様である。

これ蓑での床替方法には，著通鍬による方法，手鍬植

による方法，移植銀Iこよる方法，あるいは手鯏､りに，
－

筆者・鹿屋営林鶏

－4－
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置し，

（ロ）次に駒のﾀ慨を，やや小形の普通鍬で，平板に

並行に，深さ15cm位の植穴を垂直に堀り下げ勘

（ﾊ）次に駒を起して欠穴の中に,苗木のI艮際を鈍ん
･でから，駒を倒して苗木を直立安定せしめ，かくして全
部の欠穴に苗を擁羅，

（二）次に根の状態を検査して，不自然状態のものが
あれば,手際よく捌いて正常に安定し，

（ホ）次に鍬で静かに土を入れて静かに押え（押えた

時，植穴の半分位が埋まる鯛こ土をｽれる)。 ．

（へ）次に穴の中央に硴安，過石等の肥料を，大形の
盃一杯繊搬布し，

（卜）次に穴の中に土詮充分入れて，床面と水平にな

る様に鍬を充欽(8～10回位）抑え付け，

（チ）次に駒を起して，定器の向側を静かに上げつ

つ向側に押し出して，憲器を苗木から外し，

（リ)．次に駒を倒して，次の列に定置し，前の動作を
繰り返しつつ使用するのである。

この定器を使用して繕すれば，定器に挾んだ苗木の
状況が-毫見して判り，好い加減などまかしが出来ないか

ら，根は全然曲らないし，跡地は整然として，とてもき

れいだし,使用法が簡単であるから，始めての人も声寸
斜碧すれば直ぐ・熟練するし，（1人1日の功程は，

1,600～2,000本位･である)。定器の作製修理は簡単低廉

･竃ある等，効果はきわめて大きいから，筆者は絶対の確

信をもって，本定器の使用をお奨めするものである。い

うなればこの定器は，国有林には無事のみ永く,､何等見

るべき業漬のない筆者が，国有林に寄与した小さい業績
の一つであると思う。

柿木式床替定器

柿木式月轌定器による床替

＝

定器に苗木を挟んだ所
一

再．
●～

ー

L賃

け

モ

床替畑の全飛

柿木式康博定器による床替の実況
丘

錘

床替鰍

2． 問引苗の利用（間引床替法）
まき付床で，ある程度の間引の必要な事は，今更いう

までもないが，ただこの間引は，非常に時間のかかる仕

事で，相当面到なものであり，叉折角発生した苗木を棄

却する事になるので，非常に措しいのである。

もっとも民有苗畑の様に経済本位でJ In3当千本も2

千本も成立させる様な場合は別であるが，国有苗畑の如
く，形質の優良な苗木を造る事を，最高の目漂にすれ

蕊室
、

善

錘
四
ｍ
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間引滝篭と普通総街朧謂繍
、 ス ギ

ば，どうしても間引は必要なのである。

そこで，今ま壱毎年たくさん捨てて顧みなかった，こ

の間引苗を，何とか有効に使いたいと思い，昨年9月，

‐当署苗畑で第3回間引の時，こゆ間引苗を床替してみた

所了成績がとても良かったので，次にその方法を述べて

みたい。

間引は九州では，第1回を梅雨明後の私月中旬頃，第

2回左8月中旬頃,第3回を9月中旬頃行うのが理想的

であるが,碧通は第1回を7月中下旬,第2回を9月中
旬頃行う場合が多1,,操である。

8月頃までの間引までは，苗木が小さいから，職す
ることはむずかしいのであるが，9月になって，秋芽が

相当伸んでから間引したものは苗木の太さも，2～39位

になっているから，丁寧に扱えば,.礎が出来るのであ

る。

間引苗は堀取るわけにいかなしべから’静かに午菫抜き
、にする。抜き取った苗は，根を直ぐ氷桶の中に入れて，

乾燥をぬ標にし，又なるべくならば小雨か曇天の日を選

ぶ事とする。

床替の方法は,普通床替（当署さは柿木式定器を使用
した）と同様にするが，植付後は直ぐ轍水と日覆は絶対

に必要である。この日覆も植付後10日間位は，床面に

強1，暢光が直射せぬ様に，笠を床長に直角に掛け,鍵の

両端を床面近くまで垂らしておくのがよろしい，植付後

2週間位経って，苗木が充分活着すれば，日掻侭取り除

ける。

活着すれば直に生長麓開始し,特に根は枝葉の生長停
止後も相当伸びるから，2月頃になって，まき付床の苗

（間引苗と同時に霞き付た苗）を堀取ったものvこ比ぶれ

ば，ピケ根蒟轌かに多いの壷ある。この間引轄苗は，

来春再び床替してもよいが，なるべくならばそのまま据
置いて，1年間培養すれば,普通床替したものに随べ，

一 間．引床替

石
三
本
間
引
床
蓄
苗

左
三
本
普
遍
床
蕎
苗

へ

唱凸
ヒ ノ キ

右
三
本
間
引
床
替
苗

左
三
本
普
通
床
蓄
苗

ｑ

小

●

ほるかに枝紫梗系共充実した,健全な山行苗の出来潟事

は写真の通りである。

間引床替する時の間隔であるが,来春再び床善する見

込の時は,間隔は列間12cm，苗間6~8Cm虚でよい
が，1年間据識､て培養する場合ほ，最初から間隔を大

きくして；列間13cm,苗間10～12cm位にして潟く

茜謹ろしい。

老れで今後は，9月になってからの間引苗は,~なるべ

く捨てない様にし,計画的に間引床善する事が必要であ

る。27隼度当署で間引床替した苗木数は,スギ4,800本．

ヒノキ35,300本である。28年度は少くとも7～8万本

ば間引床善する計画である。

3． ネキリムシの完全防除法

ネキリムシは苗細のギャングである。この虫のために

毎舗古損う-る苗木の数は愁い､ものがある｡従来この防

勝錘にほ色盈の方津§行jつれているが，これぞというき

め手がないために，被害侭増える一方で，種舞事業昔の

瞬甫の種であった｡､近年イザリヤコガネ菌やDDなど，

新しい薬剤が流行しているが，これも効能書程の効果は

一
〕
一

床替後約2週間後

－6－
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なく，被害は一向減らないのである。 て，陽光の直射を受け死滅するから，床替後迩らく経つ
我が国に近代的造林力§行われる様になってから，既に てから，床替床の苗木の間に約10cln間隔に深さ6cm

3/4世紀になるが，ネキリムシ1匹完全に退治する事の 位の穴を作り，これにコガ泰菌の培養体を1個づつ埋込
畠来ない事は，実に情ない事である。これは我産種苗事 んで土をかぶぜた。 ‐

業に錦つる者の大きな麦任であると思う。 DDは床替の約2週間前に，注入器で30cm間隔に，

そこで繁者は，去る26年度ヒノキ，クロマツの床替 1穴3.7ccの割合で注入した後, #羅で撒水した。
に当り，実地圃場で，防除試験を行ったところ，期待以 BHC粉剤は,､馬制捧整地の時，鋤の通った跡に，手
上の好成績を納めたので,次にこれを認告する。 で擬布して，次の鋤力遍る場合埋込まれる様にした。

これまで行われたネキリ‘ムシ防除試験には，一定の枠 砥酸鉛もBHC粉剤と同様にして使用した。

を作り (2m平方位), これに一定数のネキリムシ詮飼 この試験ほ，4月から毎月被害状況を調査したのであ
青し,その中“権植付けて,その被害状況をみてき るが,10月末に詣ける，調査区別綴擁剥の枯損状況は
たのである。しかし枠試験では,好成綴を納めても，実 第2表の通りである。

地圃場に応用した場合職，条件が多少違うから，議験の これによると,BHC粉剤施用区が，ヒノキ，ク戸マ

様にうまく行かないのが普通である。よって筆者は’こ ソ共格段に枯損率が少<，効果ほ断然大きく，叉経菱も
れを最初から実地圃場で，しかも相当大面穣に実施した 最も少いのである。

のである。試験の方法数識経費等の詳細は第1表の通り コガネ菌施用区は，試験室に龍ける程の効果はなく，

である。 ヒノキに‘ついては,､多少の効果ほある機であるが，ク画

施行の要領を簡単に述べると， マツ鞭二対しては，きわめて効果は少かつた。これは菌に

ｲザﾘﾔｺガﾈ菌は,菌の到着が遅れたのと,又堆肥 よる防除効果とい5よりも,樹性によるものの猿に思3つ
に混ぜて施用すれば，圃場で何分･の一かは蝿彦調に出 れる。
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柿木：苗畑作業 の、 改善

って（但し反当施用麓は更に研究の余地があ

る)，幾十年の永い間，莫大なる苗木を枯損

せしめて，種苗関係者を苦しめた苗畑ぎやん

く’，ネキリ.E､シも，徹底的に退治する事が出

来る擬になった事は，限りない喜びである。

4．追肥法の改善

苗畑の施肥は，基肥を充分施して，劃&は

やらぬ方がよいと主張する人屯あるが，実際

問題としては，速効性の肥料を，ある程礎施

した方がよい様である。特にまき付苗な床替

せずに，もう1年据認､たり動.あるいは床替

堀取らずに，もう1年据認いたりする場合に

ても基肥だけでは不足するから，是非共追肥

第2表ネキリムシによる被害状況（如月末）

ノ キ クロマツ 平均

嬢|繼率鰯鶏|被害率被害率
4981#671 7,8,c 839F1:f74#06鞠81鷺677,8,c鯛，，｡”8“

1,293 13｡881 7,690 892 5．10 9．91

383 4．231 7,780 22 0.28 2．40

1,308 15．081 7,680 650 8.46 11.97

輯爵|章,::：
363 6，307，

971 10.481 7,

上

供試
本数

8,776

9,310

9"050

8,674

5,750

9,260
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DD区は, 5月頃から7月頃までほ，苗木の枝葉の色

が磯青色になって，特別に目立つてく.るから，効果は多

い様にみえるが，8月になると葉色ば普通になって，枯

損箇壼に大きくなり，メーカーが宣伝する程の効果はな

いのである。叉経費も多く要う-るから，ネキリムシ防除

にはきわめて不利である。

砥酸鉛ぱ， ネキリムシに対しては全然効果はなかっ

た。

この試験の結果に基き， 27年度床蓄に当っては，ス

ギ,ヒノキ，ク戸マツ共BHC粉剤(1%)を，反当

30kgづつ撒布したところ, 7月末までは被害は全然出

ていないのである。

ここで特に附け加えたい事は,BHC剤は反当30kg

も撒布すれば， 2ケ年間は効果がある事である。即ち

27年度床替に当り無処理区とした区域で,前年度BHC
粉剤を（ﾕ％反当30kg)撒布した所は，被害ほほとんど

（全然といってもよい）ないが, DDタコガネ菌併用区

は，謬砦がきわあて甚し､ｲのである。これ朧BHC等卸

についても同様で，きわめてはっきりしている。

以上により，今後苗畑におけるネキリムシ防除には，

BHC務剤誼使用するに限る事を強く確信するものであ

れきりむし防除試験
丙一一四 一一

議’蕊､ ■
"､

溌一 ．， "野
。 ． 、 ，鰯．

, 鳶

苗を1年で堀取らずに，もう1年据認いたりする場合に

は，どうしても基肥だけでほ不足卜するから，是非共追肥

をやらねばならない。

従来苗畑における追肥の方法には，次の様な方法があ

る｡第'は最も原始的な方法で,硫安や過右等を,粉末
のまま床面に撒布する方法である。これは雨で芯降って

地中に浸透しない限り，ほとんど肥効はなく，叉大雨罐

も降れば大部分の肥料ほ流去してしまうのである。叉こ

の場合，肥料粉末が苗木の枝葉に附着して肥料害を起す

から，枝葉にかかった1噸は,竹や木の葉等で払い落し

ておく必要があるのである。

第2の方法は，肥料の水溶液を，如露唇苗床に撒布す

る方法であって，肥料分は土地に直<・浸透し･こ苗木に吸

収される事が早いが，こｵ奴苗木心伎葉にかかった肥料

分を，清水をかけて洗い落しておかねば肥料害にかかる

事があるのである。この方法で最も困る事は，水を多く

要する事である。前後2回撒水するから，1床当り（20

，床）少くとも3～4斗の水を要するので，水の少い苗

畑で徽中:j々困難である。永の多い所では，床地の撒水に

もなって，一石二鳥の効果があるが，労力と水溌多く要

するから，最善の方法とはいえない。

次に第3の方法として，水と労力を多く要しない，合

理的な方法が必要となってきた。これについて華者は，

27年度,写真に示す様な眺肥撒布器｣を考案したが，

結果は相当良好である。今後相当改良すべき点もある

が，簡単に述べてみたい。

この水肥撒布器は，（1）5ガロン確位の太さのトタン

製の確と，（2）この職を装置して背負式にした木枠と，

（3）ゴムボース（径2cm,長1.2m)に竹パイゴ（径

2.5cIn長0.9m)を連結し，更にその先端にノッズル

（長0.3m中央から先を約30度曲げて先端は鉛錐位

の太さに絞ってある）を取り付けた，ホースパイプの3

部からなっている。

砿の左側下端に,径6分の水道用カラン詮横向に取付
け，これにゴムホースの一端を連結して，更にこれを枠

一
一

幸

』巴

垂
《
一
二

BHC粉剤施用区

1 －－－8－一一



8

～

術木：苗畑作業 の 改善
－

で，何とかこれを解決したいと思い，色点考えたり実談

したりした後，ふと次の様な事を思い付いたので，早速

実議してみた所，成績は上女で，全然「はげ」が出来な

力まったので，筆者はこおどりして，人夫と共に錘びし

たのである。これは表現が大袈裟かも知れないがその時

の実感である。

普通鍬による覆土押固め状況

水肥撤布器使用状況

；
蕊譲

〆

愛。 の後方を右に廻して，パイプを右手に持つ様になってい

潟。罐の上側には蓋付の口があるから，これから水肥を

じようごで入れてから背負い，竹パイプを右手に持ら，

左手で罐のコックを開放すれば,水肥は自然にノッズル

から注出するから，ノッズルの先端を床面す＃q》すれに前

後に移動すれば，水肥は苗木や作物の枝葉にかかる事な

く，土地に直ぐ．浸透し，苗木や作物に直ぐゃ吸収されるか

ら，肥効が早いのである。又少遼の水で広い面積に追肥

が出来，叉労力も比較的少くてすむのである。

罐には約1斗の水が入るから，背負った時，相当重い

感じ力封るが，2分間も経てば軽くなり，5分位で全部

出てしまうから，大した事ほない。1人1日の撒布功程

は，当署苗畑でば大体600m2位である。

この撒布器の製作費は1個5～600円位で，どこでも

簡単に作製出来る。將来は改良されたものが大量に生産

されて，全国に普及する樹専許申請中である。

5．覆土磁土）の改善

スギ，ヒノキ，言ツ類の小粒種子詮まき付けた場合に

は,見えかく'しに覆土を行い，これを鍬,板鍬等で軽く

押えて（押し叩くという方がエいかも知れない)， その

上に覆蕊をするのであるが，この覆土を押える場合に，

床土が粘質がかった所，あるいは床を早く作っておいた

為床面が乾いている時，あるいは概土に湿り気が多い

時，あるいは小雨でも降り出した場合にほ，覆土が鍬の

裏に喰付いて，いわゆる「はげ」が出来て困る事は，毎

年経験する事で，まき付作業では最も厄介な事である。

こんな場合どうにもならん時は，今まで私共は文字通

り最後の手段として，掌潅軽く叩く事にしていた。しか

しあんまり丁裁のよい方法ではないし，叉大面積の場合

には，能率的にも宜しくないのである。

筆者は本年3月，当署鹿屋謝mのまき付指導に当った．

時，この「ほげ」が出来てどうしてもうまくいかないの

その方法は，鍬を炭火か焚火で，掌な当てておられな

い程度に熱して′覆土を押えるのである。そうすると全

然はげば出来ないし’押えた後はきれいで能率的にも非

常によろしい。ただこの場合,熱で種子力韻じはしない

かという疑問が起るが，これは杷憂である。鍬は同じ所

を永く押えておるわけではないし,叉鍬は左程強く熱す
る訳ではないから，これは今回の実際発芽率にも全然悪

影響はなかったのである。こうして覆土する場合，10分

間も経過して，鍬力塞ぐ冷え切ると，叉「はげ」が出来

る様になるから，その時は，再び熱すればよいのであ

る。鍬は一度熱すると，2床(20m床)位は「はげ」が

出来ずに使用する事が出来るのである。

鷹

■E

ヨー
ニ

ケ

一発売’2月20日-－

10人が語る
｡

|圖本と海外の航空写真’
. A5判。80頁。価蕃m0S10

－日林協測量指導部編一

日渦10人の専門家力轆林記念館で識演

した際の記録で，その他航空写真の常識を

収めてあります。 ’
．－…・9‐－－

句
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を取り出して酢につけながら引き伸しますとかなり長く

伸びるものでありますが，その両端を梁の間1こ固定して

その蓑ま乾燥させ，〃ヒゴ通し〃にかけて鱒き上げたも

のは釣りに使うテグスに非常に良く似ております。もっ

ともこのテグス状の糸を釣りに使いますと光線反射の関

係で魚に感付かれ甚だ具合が悪い様であります。まあ歯

ブラシの毛位には禾鵬出来ましょうが,要するに粗悪な
テグスしかとれないわけであります。しかしこのテグス

がとれる虫という意味合農でテグスムシの名が与えられた

のであります。

話が多少余談にはなりますが，それでは本テグスは一

体どうして作るかと申しますと,これは海南島方面に多

産する矢張りヤママユ科のテグスサン（楓蚕フウサン）
ず

とい5虫からとるのであります。この虫は楓（ブウ）と

呼ばれるマンサク科RFIm2melidac"eの授沐の葉を食

う虫で形等はクスサンと侭余程通っております。

とに角テグスムシは本名クスサンでありますが，この

虫に臆謹名や方言名が多く，その著名なものを拾って見

ますとクリケムシ，ナラムシ，ヌルデムシ，クスムシ，

トチカンジヤ，サネモリ， シラガタラウ， スカシダワ

ラ，ツヅリノニシキ等であります。この濠に異名の多い

のはこの虫が沢山の植物を食べる他，かなり古くから人

人に知られた馴染みの多い虫であることを物語っている

と考えられますも

この虫の経過習性は年1回の発生で，卵で越年し，4．

5月頃に孵化し，6回の脱皮を終えた後6月下旬から7

月上旬頃充分成熟して繭を造りその中で鯆になります。

9月下旬から10月中旬にかけて蛾はこの繭から出て参

ります。

卵は俵の嫌な形で表面渡不規則な斑紋漆あり，又一方

の端に黒い小さな斑点をつけております。 これを糖孔

（ミクロフアイル).という様に申して鐺りますが，雄蛾

の精子をこの部分から透すことの出来る仕掛けになって

いるの､Gあります。

卵は1匹の雄蛾の体内に300粒内ﾀ睦算え食餌となる

樹肌に数'0個固あて一塊りの平盤状仁産み§つけられま
す。

劫虫ほ聯えつた許bの鐵鷺黒い色議していて,数匹宛

集まって若い葉を食べて挙りますが,次第に分散し体の
色もだんだん白い部分が多くなり，充分生長したものは

黄緑色の体の表面に純白の長い毛童沢山生やした毛虫に

なります｡~体の長さは10糎位になります沿

蕊はスキマだらけの蕊の嫌な固いもので，一端に必ら

ず出ロガ穀けてあり.ます｡,この中．ご幼虫は1週間の舗蛎

鰯（プレピユ戸パ）を経て完全な蝿（ピユーパ）になり

ます。

成虫，つまり蛾は翅の色にかなり変化が多く，一見別

種の嫌に見えるものもあります｡多くは赤矯色から暗黄

クリタマバチの被害対策と

して栽培粟ならば鍔予等の様

な耐虫性品種に翻り換えれば

良いのですが，別に「テグス

ムシ」というの力まして品

種を選ばず葉を喰b寸荒します

ので一部では非常に困ってい

る嫌であります。そこでこの

虫につ上､て私の知っている所
を若干述べいささ力御参考と

なれば幸ごあります。

いわゆる「テグスムシ」ば

本名をクズサンと申します。

何かクシヤミでも出そうな言

い難い名前ですが，その意味

は樟（クスノキ）に寄生する

蚕，つまり樟蚕であ,ります。

所属は昆虫網・鱗翅目・天

蚕蛾科（ヤママユ科）で蛾の

類では比較的大形の部類に属

します。本名の示す通りこの

虫はクスノキをよく食い荒ら

しますが，その他にもクリ，

クルミ，イテフ，クヌギ，ナ

ラ類，サクラ，ミヅキ，ウル

シ，ヌルデ， ハゼ， ドロノ

キ，シナノキ，ニレ，トチノ・

キ等かなり多くの植物を食害

します。従って我為の目に止

まり易いごくありふれた普通

の虫であります。分布につい

て調査されましたものにより

ますと北海道(南部)，本州，

満洲，支那，シベリヤ，アム

’
い
わ
ゆ
る

「
テ
グ
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ム
シ
ー
に
つ
い
て
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四国，九州，台湾，潮鮮，満洲，設郷，シベリヤ，アム

ール，ウスリ昏等捌農帯の極溌&域に広く棲息している

のであります。

この虫の幼虫はいわゆるテグ承ムシであります。なぜ

その様に呼ばれるかと申しますとこの虫の体がらテグス

カ蘇れるものと信ぜられているからであり毒す。試みに

この虫の体を切り開いて見ますと1本の消化管の両脇に

2本の認爵色堂した波形の腺があり，これほ蚕体解剖学

上絹糸腺（シルク・グラント）と呼ばれるもので，その

鬼端は口器周辺の吐糸口という出口に嫉縦してこの口か

ら絹糸詮話出するわけであります。 ．

充分生長じきった幼虫を強引にひきさき，この絹糸腺

『

一

筆者。徳島県保謹専門按術普及員

－10－



中野：いわゆる「テグスムシ」について
客

褐色を呈し，前の翅に翅の先から後端に向って2条の波

状の線があり， その内側に2条の鱒､斜の条があり萱

す。この斜の条に接して半月形の1つの紋があり，その

紋はクスサンの特徴の1つとなっておりますので，クス

サンに非常に良く似たヒメヤママユという蛾とはこの点

に注意しますと容易く区別出来ます。

テグスムシにも穏々な天敵があり，その主なものはシ

ロオピタマゴバチ，コンボウアメバチ等の寄生峰類，カ

イコノウジパエ礎蛆)，プランコヤドリバエ，ノミバエ

ヴ1種等の寄生蝿鎮病原体では黒霜病菌,黄彊病菌,ク

スサン微粒子病々原休,多角体病々原体等であり｡ます。

これらの内で面白いのはシロオピタマゴバチ，ゴソポ

ウアメバチ，クズサン微粒子病々原体等であり蓬す。こ

れら代表的な天敵について少し許り話しましょう。

シ画オビタマゴバチはその名の示す通りクスサンの卵

に寄生する小さな蜂で，腹部に白い帯状の斑紋があるの

歪その名があります。非常に敏活な蜂で，クスサンの他

腫もブランコケムシ（マイマイガ)， マツケムシ（マツ

カレハ）等の幼虫に寄生します。年に数回の世代を繰り

返えしま､すが，その繁殖の場所はマイマイガ，マツカレ

ハ，クスサン等の卵であります。従ってこれらの害虫の

卵がない所には農息出来ないきつげであります。一方マイ

マイガとクスザ･ンは卵で越年しますが，マツカレハは夏

卵の状態であり霞すので，今クスサンの卵に寄生してそ

の中で越年したこの峰は6月下旬マイマイカの卵力報来
る頃羽化してこれに産卵します。マイマイカの卵に寄生

している内にマツカレハの卵が出来ますからその蜜また

羽化して出て今度はマレカレハの卵に産卵し，マツカレ

シ､の卵から出て来る頃にはクスサンの卵力噸度出来てい
てこれに寄坐す認つけであり議すざ

そこで面白いと申しますのはこの様に調子よくクスサ

ン，マイ.マイガ，マツカレハ，そして再びクスサンとい

う順序に次狩に別種め害虫の卵に寄主を娠換しなければ
生活の拠り所がなくなってこの小峰はたちまち死滅して
しま5ということであります。

この関係を林稲と結び､つけて考えることにし葦しよ

う。

マィマィガはカラマツ，アヵマツ，スギ，コナラ，ク

リ，鉤ｷ,ニレ,エノキ,ｲﾀﾔ,ﾊﾝﾉｷ,カツラ，
ヤナギ，サクラ，リンゴ，ウメ，フジ，その他草本類に

至る寮で100余種類の糖物を食べる最も代表的な雑食性

の昆虫篭あります｡‘これに比べますとクスサンもまた雑

食ではありますが,針葉樹類は食べません。マツカレハ

に至ってはマツだけを食べる単食性の代表的なものであ

りまう~b

シロ矛ピタマゴパチが鱒檀するためには前に申上げま

した3種類の害虫が常に棲息出来る様な林相の森抹でな

ければなりまぜん。そんな禰月の森林とは一体どの蒙な

形のものか。もうその答は出て龍ります。つ童り松を混

えた針広混溺林で，広葉樹はクリ等を含むこと鋤窪まし

いことになります。

次にコンポウアメバチについて申上げましょう。

この峰はかなり大形の峰で，ヒメバチ科に属します。

クスサンの幼虫，つまりクリケムシが3齢か4齢となっ

て樹全体に分散を終えた頃,この蜂はこの毛難蕊鑿し
ます。毛虫は頭を左右に振ってこの蜂の攻撃を撃退しよ

うと努力しますが，緒局一瞬毛虫の体を長いこの蜂の尾

端が叩いたかと思う"とそれ潅襲撃の目的はﾂｰべて終寧つた

わけであります。蜂はこのわずがの時間にクリケムシの

体内iこ:卵を産み込んでおります。

蜂の卵はクリケムシの表皮のすぐ裏側にありますから

毛虫の生命には別条なくやがて毛虫は鋪となります。蜂
の卵は蝋となる前に孵えりますが，別に毛虫の体を喰L、

鰭す-ことがありませんので蝿の中で保護されているわけ
であります。しかしクスサンカ輔となってから急に旺識

な食慾を示めし，ついに蝿を殺してしまいます。もはや
蛾はこの蝿から綱て参りません。この様にしてこの蜂は
翌春までクスサンの踊の中にいて，5月頃蜂になって飛
び出すと，そこには別のクスサンの幼虫が待って呉熟て
いるという都合の良L､段取りに鮫っているのでありま

す。この蜂は1つの鋪に1頭しか寄生致しません。そし

て噸の体の中で食餌としてｸｽﾂ･ﾝの蝿内容物を摂って
いるのに排泄物はどのように処理されるのだろうかと一

､応疑問をもたれるわけでありますが〃そこはうまくした
もので，この蜂の幼虫の肛門部には塞伏の携幡用おまる
がくっついていて，幼虫はこのぶよぶよな論まるの中に

．浮んでいるのでありまう‐bその用意周到なことには全く
あきれかえるではありませんか。

それでは次腫クスサン微粒子病々原体について申上げ

ましょう。

詣蚕さんには黒濾病と呼ぱｵ1，る1種の病気がありま

す。この病気はフランスのプロパンサル地方の方言遣ペ
ブリ戸ヌ噸椒の識ともいわれ，虫の体に胡椒でもふ
りかけた様に小さな蕊点が沢山出来議す。この病気の病
原体は動物の内でも最も下等ないわゆる原生動物門（プ
ロトゾア）に属する小胞子虫目の小茎な虫であります。

かなり倍率の高い顕微鏡で見ることが出来ますが，簡単
な円ﾙ､単細胞からなっており，微粒子状でありますので

「識粒子病」とも呼ばれているのであります。この種の
病気は溌蚕さんばかりでなく野生公昆虫類にも寄生(?）
しますが，その種瀕は毒坐する昆虫によって異なって菱

り蓑す。クリケムシに寄生する微減子病を原体はクスサ

《
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中野：いわゆる「テグスムシ」について
d

ります。薬剤ではBHC水和剤γ0.02%，斑IC加用除

虫菊孚胤700倍液,砒酸鉛にカゼイン石灰を展着剤とし

て効かせ撒布する等鍾々あります。また極く例外的な方

法Gはありますが,､消防用のガソリンポンプの水圧で幼

虫を叩きおとした例もあります。

幼虫が霞だ分散しない頃でしたら見付け次第葉と共に

切りとって焼き殺せばよろしいので早期に発見する様見

廻りを行う必要があります。

叉一番処理しやすい卵の時期にこれをとって処理する
●

のが賢明.G,卵は9月頃から翌春4月頃までかなり鋒、

期間認められ‘るし，その位震も継害樹の樹肌高さ2m位

の所でありますから発見も容易だし採ることも差程困難

ではあり議せん。卵にはシ戸オピタマゴバチの様な有力

な天敵がおりますから，この際益虫保謹器というものを

林内に設けておき，その中に採集した卵を袋込んでおけ

ば益虫であるタマゴパチだけを生存させることが出来ま

す。益虫保護器は2重の器からなり内側の器に卵を入れ

外側の器との間には水を残っておくのでありますbこの

器は大小2つのカメを利用しても良くブリキ板で造って

も結構ですが，力〆鐙利用する場合中のカメが浮び上ら

ない様に石ころ誼入れて重しにしておく必要がありま

す｡大きさは径1尺位が手頃かと思います。ついでだか

ら申上げますが，4月以降瀞上しない卵には多くの場合

寄生蜂力涛生しているものですから樹肌でこの様な卵箆

を発見した場合はこｵじを益虫保護器に移す必要はあり．ま

せん。叉林相乃噸を含む針広混渚林であるか林分の配極

が小面積の松単欄鮴とクリ等を含む広葉樹林の交互配擢

型である穣な所を選ばないとあまり効果的でないことは ←
当然であります。

微粒子病々原体を利用する方法はかなり高等な技術を要

しますが，ただこうした生物対手の方法は時によって何

等効果を示めさないことがありますので1鹿の失敗でこ

りず失敗の原因を探求して更に継続する位の減り強さを

持たねばならないでしょうb叉この方法は小面駿の被害

に対して行う場合には他の方法と大差ありませんが，大

面積となるにつれてその効率は高くなって参ります。そ

の場合，病原体の保存なり補給が容易でないので健康な

クリケムシを多数集めて病気の虫と雑居させ，病蚕を人

工的に造り絶えず補給しながら実施する等種々工夫をこ ．
らす必要があります。

大変雑談めいたものになりましたが，以上でいわゆる ‐

「テグスムシ」についての話を終ることにします。

本稿は地区普及員，森林組合技術員等を対象として森

林窪虫に関する知識向上をねらい講習するためのテキス

l･から要録したものであることを附記致します。

（終り）

－ ン微粒子，叉はノゼマ・クスサンNosemaKUsusan.と

いわれ，このものはマツカレハにも寄生します。この病

気にかかった虫は軟かくなってついには腐って行きます

が，この様な病気は総称して軋刻上病と呼ばれておりま

ツー。多角体病という病気も同様に虫の体が職かくなって

行きますので一砿の軟ｲ賑jであります。これに対してボ

トリテイ悪とかイザリヤ等と呼{鰯しる菌によって起る白

孤病や黄彊病は死後虫の体がミイラの嫌に乾いて硬くな

りますから， この種の病気は硬化病と呼ばれておりま
す。

微粒子病で辮・した虫を1％の食塩水に貯蔵しておき，

必要に応じてこれをとり出し，すりつぶして硅藻土に混

ぜ込み，雨の降る前あたりにクリケムシの被害地に撒布

しますとクリケムシは微粒子病を起してばたばたと蕊れ

ますら

クリケムシの蛾は趨光性phototrOpismが強く，電燈

の光にもよく集まりますが，雌の蛾は大形の卵を150か

ら300粒も抱えておりますので飛ぶ能力はほとんどな

く，産卵を終って体の軽くなったものだけが光にひかれ

て集まって来ますの看，燈火による誘役は期待する程の
効果はありません。

虫がこ･の様に光にひかれて集まる習性を趨光性と申し

ますが，光の他にも重力，音，温庭，臭気等種点の刺戟

に対して反応を示めすものであります。特に臭気に対す

る反応はかなり鋭敏で，雄蛾が雌峨のもとに集まるのは

雌の蛾から発散する独特の臭気を雄峨が感知してそQ方
向に体を向け飛翔するからであります。この習性は難し

い用語ですが，趨化刺戟相称性(chemotxYmotaXis)と

いっております｡臭気を発するのは雌蛾の尾端に一種の

芳香腺があ:る様で，雌蛾の体を腹部とその他の部分にバ

ラして別の所に置いておきますと〃雄峨は腹部だけの方

に集まります。

クリ.ケムシの被害はもちろん極喰虫やクリタマバチの

被害に比べると軽微壱致命的な被害を与えるとはいえま

せんが,葉を丸坊主に喰い荒らした様は見るも無惨さあ
ります。‐

さてこのクリケムシ鞍駆除するには一体どうすればよ

ろしいか？それには種杢な仕方があります．先ず第一に

繭の中にまだ蛾にならない鋪のいる時期に繭を採集して

叩き潰す-力誕は焼き殺す方法があります。この方法は蛾

が出て来なA,､7月，8月の2ヶ月間の内に実施しないと

効果がありません。その上この方法は葉をすっかり丸坊

主にされてから後置行うことになりますのでどちらかと

いえば後手であって面白くありません。幼虫茜嘘んに葉

を食っている最中でしたら薬剤の撒布も考えられます

が，大木左対手の場合にはあまり効果的ではない様｡さあ

一
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，（4）第逗期（昭和16年～22年）

時局はようやく緊迫の相貌を呈して来た。事業部とし

ては僅かに宣伝部，出版部，林野経営指導部が活動し得

る程度であって，かつてはその絢鯛たる活躍が唱矛つれた

購買部は物盗統制強化の為め，殆んどその仕事を奪われ

てしまう状態となった。

昭和16年3月第4回総会に於て，現不の新体制に即

応すべく役員全部の改遥を行い，実行力に富お昭和出身

の中堅層が新らしく理事となり，4月に入っては事業部

の分科痩程の醗目を行い，従来の10部から，検定試験

部，職業紹介部,発明奨励部，庶務会計部を廃し，新た

.に総務部，調査部を加えて8部制として，それぞれ分科

担当役員，委員を決定，叉顧問の委砺を行い現実に即し

た活躍を期し，各支部に於ては各府県を中心とする分会

の設立を図る等機瀧の陥噺を図り新態制を整備した。

n月には時局に対処し，緊急拠鯉せらるべき問題の

対策案を敏速に樹立し，当路に意見を開陳し,林業翼凝

の実を挙げる目的を以て次の8特別委員会を設けた。

（1）林業政策大綱に関する委員会

（2）林業技術振興方策に関する委員会

（3）林政機構改革に関する委員会

（4）木材統制に関する委員会

（5）森林組合(こ関する委員会

（6）造林振興方策に関する委員会

（7）興亜林業推進方策に関する委員会

（8）立木伐採税に関する委員会

昭和16年12月8日には遂に大東亜戦争力渤発した。

当初の大戦果に伴い，我国は広域経済建設巷行い，曽園削

戦確立の要緊急なるものがあった。興林会は林業職能団

体としての使命に鑑み，林業翼賛の機運に即応し’内外

とも事務の繁忙を加えて来先。

時恰も創立20周年を迎えたの這，之を記念するため，

「興林会館」建築の議称錐められ，昭和17年2月その

趣意書を発表して寄付を募った。

一方前記の特別委員会は

．（1）林業政策大綱

（2）林業技術振興方策

（6）造林振興万策

（7）南方林業推進策

等の成案を得,之れ鞍中央林業協力会に提示して貢献す

るところ大なるもの談あった。

時局の進展と共に戦は愈為熾烈を加え，会合，物盗の

配給等は極端に困難となった。昭和18年6月28日理事

会は情勢に即応すべく，従来の事業部分科親程及び各部

細則を廃し，次の部制を布くことを決議した。

（1）総務部

（2）組織部

（3）悩報部

（4）事業部

（.5） 靭暁第1部

（6）研究第2部

各部会は連日招集，7月6日には綜合部会,綜合委員

会を開催して本会振興策及び本会運動展開方式等につい

て協議し，翌日より各部は一斉に大活動を開始した。

然し四囲の情勢は益燕窮迫を加え，遂に機関雑誌「興

林こだま」戯昭和18年9月の第83号詮以て休刊の己む

なきに至った。

戦は末期に近付くと共に苛烈を極め，国土は寧日なき

敵機の攻撃に曝されて戦場と化し，事，此所に至って

ば，本会も全く蟄伏の己むなき状態を続けるうち，昭和

20年2月22日には神田多町の旭ピル，同5月8日芝田

村町栄和ピル， 5月の26日には赤坂三会堂と夫盈被

災，退避，叉被災と3回に亘って焼夷弾の洗礼を受け

て，帳薄，図書，調度其の他一切の資料財産を烏有に帰

してしまった。そして同年8月15日の終戦を迎えたの

である。

これより先，昭和20年3月30日，役員の改選が行わ

れて白沢理事長は引退され，第2代理事長として，本会

創立以来影となり日向となって終始会の育成に尽力され

た早尾丑麿氏が就任された。早尾理事長は此の困難なる

最悪の時期に際して其の重責を引受け，終戦の前から更

に引続ぐ戦後の混乱虚脱の時代をよく切り抜け巻興林会

の建て直しに懸命の努力を払われたのであった。

昭和21年外地引揚林業技術員援護事業を起し，終戦

後蝿から引揚げて来た同胞の就識斡旋其の他の救護に

乗り出し，叉昭和17年以来本会の懸案であった興林会

館建築事業を再計画し，或は又本会の別機関として財団

法人林業経済研究所を興し，第一造林樹芸株式会社迩設

＝
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日称協創立三十年史
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建を指標とする政治改革,経済復興，社会教育,文化発

展等の部面に於て勇猛果敢に逼進するため機簿の大改革

を宣言し，郷､で昭和23年3月開催の臨時総会に於

て，早尾理事長以下全役員は辞表を提出したのである。

此の本会の性格に関して創立当時から此の頃に至るま
で，更に今日に於ても膳に一貫した考え方左持って終始

された早尾理事長は本三十年史を編纂するに当って次の
様な感想を寄詮られた°今日の日林協の在り方が当初先

輩各位によって講想されたものとは多少その趣きを異に

した点があるとしても，それは時代の趨勢が然らしむる

ところであって己む窟得ないものと考えられるが，早尾

氏の此の考え方は本会30年の歴史を=演した底流であ

って，本会生い立ちの根本精神とも言えるであろう。

早尾丑麿氏一〃日林協の歴史を興赫会から､『こだま

会」まで遡ると随分古く長1'､思がする。既往を顧みて現

状に及ぶときは龍<も斯くまで発展したことかと感慨無

量のものがあるのは，当初からの経緯を知悉しているか

らという私だけのことでもないと思う．其の長い歴史の

過程に於て私の最も脳裡を去らないことは本会の性幡の

問題であって，既に興林会となるときに其の騨織こつい

ては，定款作成の上設立認可申請書を出す迄の間に於て

久じい間，太田常務と私（早尾理事）との間に論争した

ことを謝意するが，其の要点は大同団結したI艤旨代表団

体として徹底するか，或は上品に体裁良い－部の者の社

交団体として進出するか，の相違であった。前者を強く

主張したのは誕であった。従って斯うなれば定款に示す

会員の資絡を厳正に規定顎くしとのことになり，叉事業

目的中にも此の点を明示ずる何ものかを必要とすること

然し興桃会
二代理事長早尾丑麿氏

の根本的厳建

て直しを行うためには，戦後の各種社会的客観的情勢に

対応して，本会の機構を最も適切に改革する要を認めた

ので，その在り方について，（1）刻上的経済団体とすべ
きか，（2）文化的社交団体とすべきか，（3）政治結社と

すべきか，或は(4)労働組合の性階を持たずべきか，

等の指向を以て，昭和22年5月会誌を通じて’会員の

世論調査を行った｡時恰も我国林政史上に一大変革力掘

り，御料林及鋼b海道国有林は農林省所管りこ移り同時に

国有林野特別会計制鹿が成立した。そこで従来国有林及

び御料林を背景として事業を営んで来た財団法人林友会
‐岬獅'\‘.ー‘~副ﾉ'､←､~『＝r，へ←‐‘ゞー’､～～ｰｰ～,､'一一

《
】

9■

ー

・ になるのは当然であった。
及び財団法人林野会と我溌興刺壱を合体して，すべて1

それより降って早尾理事長の時代腱全役員総辞職の際
本の線腫よって完全な外廓団体とすべしとの説が内外よ

り紗潅｡然し赫野会'琳友会と協議の謡その蝶篭簔憲鰯騨驍?撫鱒難
‘ま林友会に移殻するが,林野会そのものば性格を変えて

存縦することとなった｡そこで蕊淋会に林友会と合併す を以て遜僅してもらいたい旨を切望して適量した筈であ
ったから，日林協に改組してから2度目の定款鉦で，

べきか否やについての論添起り′再び会員に世論調査を 会員の盗絡を，林業技術に理解を持ち協力する者とした
以て問うことと承った。

のに対L,私個人は会員として反対する積りであった

錘簔驍震雛:懸蹴露鱒駕簡鐵鱗驚鑪墓埋震蕊雲蕊
の混乱は'林業鐵荷者一設に対しても'雌のよ5な問題 し,反対意見を表明し得なか‘つたことを今でも遣艤万
裡鶏､関心を持たしむる蓑での余猶を与えて居なかった に思って居る.。
ものであろう。

昨今の惜勢で催会員'万名を突破したそうで同慶wと耐

諭難鑑獣駕篭讓蕊懸震遷灘駕皇鱒壼聴潟懸蕊鐸
に意を決し′本部役員会の決議により興林会は営利の事 ことを附言するものである。私の関与した経験でも工政
業一切を林友会に委譲し,溌畔に林業技術者の癖詞体 会が一時隆盛になったのは，此のノツ1『制を採った時代
として存続せしめ，他の友好団体と連緒協調して日本再 であって，あの大きな団体も今日から見れば烏合の衆に

－14－
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日林協創立三十年史

しか過ぎなかった。日林協の現状は時代の趨勢から見て

柳かそれと違うにしても，今日の若い方埼の反省を望ん

で己まないものである。 （昭和28年9月28日寄）

そして地方支部の整備強化に着手し，且つ会員数の目

標を1万名に置いてその増加幽尋運動鞍開始した。

事業としては専ら出版関係に主力を注ぎ，会誌の『興

林こだま」は昭和23年9月発行の第94号から「林業技

術」と改題し，従来のA5版縦組から,B5版横組8隼

活字使用に改め，内密外観とも一新して再出発した。

叉往年の興林会叢書に代る林業技術叢書はその第1輯

を昭和24年6月に_上梓,以下続いて次為に発行した。

‐更に昭和25年2月からは林業試験場の編集に係る林

業技術シリーズを本会に於て引受け，広く一般に頒売ず

ることとなり，之はその後,林業試織場から林野庁研究

普及課に移され，林業普及シリ戸ズという名称に改珍ら

れたが，本会像引続き之の一般頒売詮担当して今筒継続

中である。

叉従来北方林業会に於て主として加納一郎氏が主宰し

て編集発行して居た北方林業解説シリーズは，之を本会

が継承して発行することとし，加納氏が本会の嘱託とし

て編集を担当， その各称も「林業解説シリーズ」と敬

あ，之を広く全国的に頒布することとなり，昭和24年

5月，拾の第17号から実施した。

以上の林業技術護書，林業普及シリーズ’林業解説シ

リーズの外,有益なる図雪の発行は，戦後混乱期に終ご

林業関係図書の刊行が極あて俺少歪あった当時として

は，本会の大きな業績の一つであると謂えるであろう。

昭和23年9月農林省の後援な得て第1回懸漬論文

「林業技術の振興について」を蕊集，同24年4月入選

者発表，同年9月には第2回懸賞論文「新林業政策具体

論」を募集，25年7月ス選者を発表し，夫を賛状及賞

金を贈呈して表彰した。

叉林鶏劣術振興或は林業政策の推進に功労のあった会

員を表彰するために瞬業技術協会割を制定し，その

第1回は熊本営林局の日高義実氏が詮衡されて’昭和

24年3月第3回通常総会の席上に於てその表彰式を行
った。

分会を含む支部及び支部連合会は昭和24年8月札幌

支部,及び北海道支部連合会を皮切りとして，陸続結成

を終了し各盈その活動を開始した。

かくの如く本部及び支部関係者の不屈の努力は，昭和

23年型月に4000名未満の会員が，僅か2年間に一躍

して，遂に待望の目標数1万名を突破するの律業を成し

遂げたのである。昭和24年に制定した本会のマーク′

それを会員章として襟に偲用する林業鋪関係者は国内
到る所で見受けられる状況となった。

昭和26年本会の創立30周年を迎えるに当って会誌

I赫業技細は昭和26年度から月刊とし，一般図書の

出版も，同年8月迄には，林業技術叢書を11冊，林業

（5）第四期（昭和23年～）

戦災によりすべてを失った興林会は早尾理罰長の尽捧

挺より良く復興の緒についたが，物心共に戦後の混乱の

さ中にあって,漸くその在り方左決め,之を実行に移し
た第一歩は昭和23年3月の臨時総会であった。前述し

たように早尾理事長以下全役員が更迭して′自らも裸一

貫で外地から引揚げた御1I恭佐氏力蘂3代の理事長とし

て其の重…を受け継いだのであった｡

三代埋筆愛松ﾉ11翻割と｣垣 理事を置くこと

とし，常務理事松原茂氏がその位置を占めて’松川理事

長を補佐し会務を推進することになった。

此処に本会は20数年に亘る由緒深1，、興林会の名称を

廃して，日本林業技‘|蝿会として新鋭の意気に満ちて新

らしい発足の第一歩猛踏み出したのである。

筒定款変更の件は，会名変更の件も含めて直ちに東京

都を経由農林大臣に申請L,昭和23年8月7日付を以

て認可指令を受けた。

先づ国有林に関する事業その他職買部'興益部に属し
た営利業務の一切は｡,之を称友会へ委譲し’多年の懸案

であった興林会館の建設事業もその募集漬寄付金全部を

財団法人林業会館へ，叉外地引揚*燦技術員援護会の事

業もﾀ淋会へ夫玲譲り，丸腰となって立ち上った。

又さきの定款改正た際しては,従来あった会長'藤間
の制鹿を廃止して其の民主盈義的な組織とし，新たに会

員の外に賛助員(緒別会員）制度を設けて会の維持に寄

与せしめ，事務所を同年7月には神田鎌倉町に設けて今

後の活励に備えた。

‐

ｒ

一

色

唖

二
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（2）記念造林

（3）記念出版

．（4）林業関儒古老先輩の座談会

（5）記念懸賞論文募集

（6）壹卜周年記念林業写真コンクール

（7）．林業錦|禰会識表彰

（8）記念式典

等であるが,記誇典は森林記念館の落成を待って来る

昭和27年3月に挙行の予定である。

対外国関係としては国連FAO並に米国のSociety

ofAmericanFbrestersと相提携し夫を機関紙の交換

を約し，叉米国農務省図書館v＼は之を蔀曽しつつある。

更に特筆すべきは昭和25年蕊に，仏国レオンにて昭和

26年9月･から10月1こ開催される国際木材博覧会に出品

の勧誘を受けだことと，昭和26年4月に，在日司令部

の林業部長Don21dson氏以下9氏が本会の名著会員と

して加入さ姓てもらいたいとの申出を受けたことであ

る。

今や講和は芽出度く調印を終え占領下日本力渠主的独

立国として輝かしき第一歩詮踏み出さんとずる際，これ

と時を同じうしで本協会は会員ﾕ万余名を抱き，我国唯

一の林業職能団体として，栄ある創立30周年を迎えん

とする。この黎明に旭日を浴びる穰な塵びは，今や国内

整備一段落を告げ，正に世界に一大飛腿を試みんとして

待機する姿左画くに非ずして何んであろうか。

ここに忘れてはならない昨日の凄惨の跡がある。浮沈

哀楽変転の世に処して一貫不動の伝統こそ本協会の生命

である。そも伝統とは奈何。林業技術の向上』進展，尊

重の魂である。

捷術シ､リーズ及び林業普及シリーズを31冊,林業普及

叢書3冊，其の他6冊，合計51冊の多きに達した。筒

林業知繊の一銭普及を目的として，主として中高等学校

向社会科教科用書として在京官民の有数権威者が委員と

なって編纂した「私たちの森林」はその刊行会を本会内

潅置1,,て頒布に努め，実に20万部を発行した。

対外関係としては日本科学技術連盟に松川理塞長以下

4名が常任理事或は幹事として参画し，科学技術の発達

と鈎|湾の社会的地位向上のために糖進して居り，其の

他土地調査協会，国土緑化推進委員会,林業関係団体懇

談会に加盟して居る。

昭和26年1月には敗戦後日本の森林資源培謎開発合

理的利用を図:る目的を以て設立された森林盗源総合対策
協議会へは松川理事長は理事として参画し，叉政令によ

る経済安定本部の資源調査会にも林業界詮代表する委員

として,国士の綜合閉発の枢機に参与して居る。
本会関係者の国会方面'､息の進出は，昭和24年常務理

事淵通蕊氏が衆議院議員に，叉昭和25年雁は特別会

員，元顧問の三浦辰雄氏が参議院議員に夫持当選し,大

いに林業界のために活躍中である。

昭和25年日本学術会議会員の改選に当り，本会は日

本林学会と相提携して共同の候補者を立て，第6部の定

員30名中，9名の当選者を出し第6部8部門中第1位

の好成績を収あ得た。

昭和26年は本会の創立30周年に当る年である。之

を祝福すべく，先づ本拠を得て将来の発震に礎を築かん

がために森林記念館の建設計画をはじめとし･乙匡,数々の

記念事業を計画中である。それ等を列記すれば，

（1）森林記念館の建設

一

ｰ

口里

ヘヘーー

一
』形態を現出するのである。

これを要するに，シラス侵蝕谷の侵蝕過程の段階を究

明する事によって，シラス侵蝕谷の侵蝕防止並びに復旧‘

の方途を知る事が出来るであろう。

（3頁より）

侵蝕谷に見られるようである。

正常型侵蝕谷の過程について考えると，前述の如く5

段階に分つ掌が出来る。この中段階の4は半安定の時代

として，シラス侵蝕谷を特徴づけているが，この事は侵

蝕谷の側壁が一応垂直に近い角度で安定する事によるも

のである。 しかしながらこの状態が終極の安定篭はな

く，段階の5，すなわちシラス側壁の脚部からの崖錐の

発達による緩斜面が森林植生で被溌姪られ，何等似不連

続の存しない状態力も終極の安定相遁ある。

特殊型は第1段階を欠き第2段階より‘出発するもので

ある。もちろん第1段階に代る崩壊という現象は存在す

るが，崩壊必ずしも侵蝕谷の形成堂意味するものではな

い。ただ落水型崖崩は塒殊型代表として興味深いものが

ある。そしてシラス侵蝕谷は5段階を経て終極の安定に

到達するが，この過程において種燕の因子により複雑な

（22頁より）

なお，国有林の公社化と絡ん軍問題となるのは，我国

林野行政磯総のあり方である。現在，民有林ほ,澗遁府

果，国有林ほ営林局署と，各を別個の指導行政機関によ

って管掌され，租互の調整に欠くるところがなかったと

はいえない。国，民有を通ずる行政機溝を整序し，林野

庁は，その指導行政事務から経営事業を除去して，すっ

きりしたものとなすべきことであろう。

合理化への道は広汎で且つ，遼遠であるにしても，着

実厳発展への歩みの中に，明日への展望議求なべきでは

あるまいか。
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日本林業技術協会第4回懸賞論文
林野庁長官寅受賞論文
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国有林企業合理化に ついて

船越昭治一

----"…．．…… ・・ ・ …･･ -----･種 栂…-"……‐ ・ －． ．＝

我国国有林をその成因，歴史的性絡，及び現状について考察し，企業合理化の基

点より，現状を分析した。その結果，現在の官庁的経営機織においては，企業合理

化にも自ら限界があり，やり甲斐のある，無理のない経営体制詮確立するために，

公共企業体の設立にまで進展すべきことを強調した｡一方,我国の公共企業体を分

析して，その政治，行政,財政よりの未分離性を認識し，国有林が，公社として.あ

〃

一

るべき真の姿について考察してみた。

1 －－
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一はしがき－

戦時や戦後に亘る濫伐によって，山は荒れ，疲れ切っ

ている。日本の森林は今危機にあるといわれている。し

かし，よく考えてみると，この危機は，植伐関係の不均

衡によって生じた，自然科学的な分野でなくて，もつと

鱗造的な，より内面的な領域に存するようにみえる。日

本の林業が従属的な産業として，他産業の圧迫を蒙り易

い現状に対し，鋭ﾙ､メス堂加えるべきであろう。

忘れられた言葉でほあるが,林業の主体性を確立しな

ければならぬと思う。我為は，国民の一入として，国有

林をこの上なく愛している。 この愛傭は,，精神的訴え

や，掛け声など， 内容の伴わぬもの姪あってはならな

い。新奇で，理想にかけられた腰気楼に過ぎないかも知

れないが，国有林企業合理化の,一つのあり方として，以

下卑見を少し<綴ってみたいと思う。

（1）我国国有林の発展とその国民経済的背景

いうまでもなく，今日の国有林野の成立は,明治維新

による土地所有官民塵分にその源を発している。この林

野の原獅勺蓄積過程は急速に，しかも峻烈な規模で強行

された結果,所有の所在詮めく諺る複雑な紛争があり，明

治30年代霞での国有林経営の重心侭,鱗それ自体よ
りも，所有の確認,整備におかれたといっても過言では

ない。明治31年より始まる国有林野特別経営事業,翌32

年の国有林野法の制定に至って，国有林ほ真の経営らし

い経営に着手したのである｡この儲雁営事業は明治32
年より大正2年に至る長期事業で，林野の交換分合，翼

上，売払いによる規漠の充実，永遠保続の経営原則のも

とで確実な施業案を採用すること，収益最多，若しくは

材稜最多の輪伐期の採用，特殊用途に即応すべき長大材

の生産，等盈国有林本来の事業に穰鹿的にのり出したも

のであった。

この特別経當に韮く施業案編成面積は』大正2年まで

に389万町歩に達し，以後保続経営の時代に入ったので

ある。こうした国有林経営の体制を内面づけたものは，

底流する資本主義の発展であって，日本でば明治30年

代には，農村の一般的危機を内に胎家ながらも独占資本

主義の段階に入りつつあった。それが日清，日露，第一

次世界大戦を経て好景気の波に乗り，国内基礎盗材の急

激な需要詮もたらし，国有林は資本主義の発展と共に基

礎資材供給のプールとして，重要な役割をもつようにな

り，経営方針も従来の幼稚な土地生産力型から，労働生

産力型へ発展してきた。それの典型的な指標が，運搬手

段を中心とする作業機械の充実であった。森林軌道は明

治37年高野を礁矢として青森,魚梁瀬等に読々と敬設

されたし，インクライン，スキッダー等も山間僻地まで

進出して行った。それに伴い，明治40年代には官行製

P
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一

材所の開設にも著しいものがあったのである。

一方’伐採事業に限凌移せば，明治37年葦で立木処

分一本窪だったものが， 38年を契機として官行斫伐に

移行し，以後大正，昭和を通じ，臆ぽ，立木処分4割，

直営生産6割という処分方法をとってきたのである。戦

争への突入は，国有林野Kﾆ対して，経営外的要素を強要

することとなり，臨時植伐案,決戦施業案の実施によっ

て，従来の国有林経営を特色ずける保続の原則は廃棄さ

れ，敗戦を迎えたわけであるが，そこには国有林という

存在はあっても，経営という事実がなかったのは蓋L当

然である。

さて，II'翻り会計に移行するまでの国有林経営は，とも

すれば相反し勝ちな二つの原則に支えられてきた。それ

は′国有林野における経営体制の確立と企業性の向上，

及び地元民の保護,奨励と国土保安という課題の同時達

成であった。ことに大正より昭和初頭にかけての鍔寸の

不況はきおめて深刻であり，それが土地官民有区分の内

在的煉りと共に，重大な社会政策的問題を投じていたか

らである。農村経済更生運動が展開されたのもこうした

背擬においてである。国有林の地元保護政策は次のよう

な形をとっている。

（イ）国有林における地元農民の自家用，及び塚用薪

炭材の4霊一久会喪失に対する代償

（戸）国有土地森林原野下戻法（明治32年）

（ハ） 国有林野委託規則，部分術蝿則（明治32年）

（二）簡易委託林制度（昭和7年）

（ホ）国有林の一定地域に町村叉は部落が自家用薪炭

供給林を設けさす特例

（へ）国有林所在市町村交付金交付醤狽I (昭和4年）

（卜）放牧地として国有林開放(大正5年，昭和]4

年）と牧野法（昭和6年）

こうした対地元関係にたちながら，林政の統一.なって

昭和22年，特別会計へ移行す患こととなった。

かくて国有林野面積は全林野面横の31％に当る783

万町歩となり，全森ｲ蓄穣の53％に当る319千万石

を擁することになったわけである。その管理経営は農林

大臣の下に林野庁をおき，業務部の3課が主として経営

を担当し，中間機関としては’4の営林局．実行機関と

して334の営林署，2179の担当区があり，そめ総所属

職員は21,580名に達する。

国有林特別会計は同法第1条の「国有林野を企業的に

迩営し…」という原則に基き，従来の国有林野蕊業を

包括的に承継し，発生主義の経理原則，企業会計による

独立採算制によって，従来の消饗経済会計を脱却するこ

とになった。こうした林政の統一，国有林特別会計の創

設は’こｵ晩戦後’我が国経済の民主化の一環として行

わｵしただけに，その背後に国有林の内部的要請以外に,

より高い国家政策的理念を認めざるを得ない。従って

「国民の財産を，民主的に， いかによく管理経営する

か」という基調に沿って．その国民経済的意義も評価さ

れなければならない。、

現在国有林は三つの基本線によって国民経済と連結さ

れている。その第一力淋産物の供給である。国有林は前

述した通り，蓄積からみれば我国林野面積の53％に当

っているが，概して山間僻地の不利な立地を占め，不採

蝉な天然林を多く抱えている。しかし，我国における用

凋総需要量の30％,薪炭材の22％を供給う-る重要な母

胎である。第二が国土保安的織層である。国有林の分布

幟奥地林分を対象としているため，治山，治水，及びそ

の他災害防溌上重要な役割をもっている。電源調節，洪

水防止などの識層は，かかる上流地帯の国有林によって

護られ，産業活動を安全ならしめているのである。第三

は地元農山村を中心とした，社会政燕勺迩保護，掃導関

係である。即ち自家用薪炭林の特売， 山村労働力の雇

怖,部分林，委託林等による地元経済砂振興，官行造林

による地方林業奨励等がそれであって，この基本方針は

国有林創設以来引継がｵ屯てきたものである。

そのほか，数えたてれば，価格，供給等による木材市

場の調節作用も挙げうるであろう。しかし，それはとも

角として，国有林鮭国鉄，専売の如く独占化された企業

でないだけに，市場関係に対してはある種の限界もあ

り，更に上の三つの基本線によって，営利性のみを追求

できない立場におかれている。

国有林経営の合理化問題も，こうした現実の把握にお

いて，考察され身aぱならない。

（2）国有林の企業合理化とその限界

前述した如く，国有林は，国鉄，専売等と並んで近代

国家独占資本として発展してきた。ただ，林業自体が長

期の生産事業である結果，他独占資本の如く，費本主義

の下により顕在化しなかっただけのことである。 26年

度の再評価によると，その資産総額ほ435億円に達する

という。その純益は戦後の駿行経済によって多少の増減
はあったが，有力な財源として，一般会計に納付され国

家財政に寄与しているゆえんである。

さて，一銭に産業の合理化といわれる場合,原価引下

げに対す．る経鐵旨向を指している。そして経営体におけ

る個別資本の機能をその対象とするものである。従っ

て，個別資本そのものを明確に把握できない官庁機購の

下では，合理化自体頗る困難な問題といわねばならぬ。

それを具体的にいえば,原価を講成する要素につき，作

業，会計，管理,販売等要素費用の低減麸図り，経営活

動を発展さぜることにある。経営の合理化は，資本主義
ロ
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船越？国有林企業合理化について

の成熟と併行する性締のものであるが,特に戦後,我が
国でほ経済自立ﾂ、の課題として，企業利潤を極力合理化

黄金に廻し，底のある確固たる基盤を作ることが要請さ

れてきた。

国有林野事業も，戦前戦後の濫伐から脱し，今や真に

合理化を推進すべき時期に至っている。しかし，称業は

長期の生産事業であるのと，作業が溌械力の導入に限界

ある山岳地帯に集中されているため，作業功程の基準が

不確かであり，標準原価の策定自体，非常に困難であ

る。叉収益を規定すべき木材価絡は,長期の生産期間を

要する結果，材価斐動を見稜り将来の予想を樹てること

は，甚だ困難な事である。国有林経営方式力韮常在高の

原則をとり，造林は資産の増加とみず経費とし，伐採は

盗鰭から減額しない経理方式を採用して今日に至ってい

るのは，こうしたところにその理由をもっている。

しかし，林業生産そのものによる制約とﾙ､5本質的な

ものの外に塾国有林経営には，内淵睡営Lとの合理化問題

が残されてはいないだろうか。残されているとしたなら

ばどんな点か鯵以下その二，三の問題点に触れてみると

しよう。

（イ）営林局謡経営規模の問題

全国ユ4営林局の局当り‘平均営林署数は24署，担当

区数は155区であって，その標準年伐量は304万石であ

る。最大は旭川の459万石，最低は名古屋の112万石で

ある。次いで営林局員と在瀞職員の比を求めてみると，

平均4．3で，この比率は事業分遼の多寡に応じて増減

すべき性絡のものであろう。概して実績からいえること

は利益金の多い局綜どこの比が即ち，在署職員の比率が

増大する傾向にあることである。名古屋局の如きは112

万石の標準年伐量に対して，3倍近い年伐盈を擁する帯

広局と同数の署員を持っており，叉，旭川局の如きも東

京局の4倍近い年伐遼をもっていても署員には200名程

度の増加しかない｡実質的実行機関たるべき乳迩当区
催,与えられた事業量に応じて，よりよく符合したもの

でなければならない。とくに事業に平行しない局員の増

加は,極力事務能率の向上,簡素化を推進することによ
り，生産部門に充当さすべきであろう。

（ロ）固定資産の分析

固定資産の拡張は壬の販売高に比例しなければならぬ

し，叉余すところなく利用廻転されていること”必要で

ある。今昭和22年，23年，24年の3ヶ年の実績によ

り，販売高と固定資産有高からその利踊度を較べてみる

と,平均に68％で,最も利用度の高い局陣鉢局108
％，低いものほ大阪局の16％，青森局の26％，前橘局

の29％である。こうした固定盗産の利用度は,今後，

国有林力澤展する方途が機械力の導入による作業の合理

化ということにあるだけに，とりわけ漣意しなければな

らない。事業に通合せる人員と固定盗産の規模は合理化

⑳第一視点といってよいであろう。

（ハ）損益計算の分祇

いうまでもなく，利霊は売上高と平行する傾向にある

が，この両者の比率を求めてみると，3ケ年平均で純益

率最大の局は，長野19.8,次いで青森17.3，秋田15.3

とこれに続き，最少ば函館13.2，次いで東京16.2，

大阪16．1といった順を示している。もちろん林業に緒

いてもマス・プロダクションの原則は適用されるし，樹

種，立地，令級等，生産鐙の多裳,と共に，純益率を左右

してくることも否めない。そればともかくとして，従来

とかくいわれてきた「国有林の商売下手」とい5言葉

は，もう一度吟味されてよいのでほないであろうか。民

有林材を圧迫するという窓沫ではなしに，国有林自体の

経営効率の向上のために，立木処分，直営生産等の拠醗￥

方法，更には販売部門の強化，乃至組織化など，もつと

考慮されてよいことではなかろうか。

以上め縄ﾐしい要合理化施策について二，三触れてみた

が，現在の国有林経営において催合理化の基点が何であ

るか，それを摘出することさへ決して簡単ではない。一

定事業IW､ｻｰる，効率的な生産用役の配分ということに

なると，まずもって標準原価,,及びそれを規定する標準

工程力揃提として確立されていな何れぱならない。と同

時に，国有林本来の経営方針を確立することが必要とな

ってくるであろう。保続的な生産とか，国土の保安，公

益の保持,森林礎源の培養,生産力の向上（国有林野経

営規程第1条）という総則から，国有林の経営方針苛導

出ずること箇体非常に困難である。施業案が其の意味の

経営案となるためには，経営方針，ひいてはその経営形

態にまで再銅撞らるぺきではなかろうか。現在の国有

林経営は，款,項目の細目別予算に拘束せられ，臨機弾

力的な予算の流用の途も阻まれ,いたずらに予算獲得に

ともすると力が集中される傾向にありはしないだろう

か｡．溌刺として，危険の一切左自己保証する，いわゆ

る’やり甲斐のある経営陣をまず確立することが，合理

化の纐農ではなかろうか。そのた鐘には，現在の行政的

強制1政治的影瀞，財政約束縛等からの離脱がない限

り，やり甲斐のある経営体験生れてこないであろう。官

庁的企業腱は，損失I"する侭証の裏付けほあっても，

経営の合理化には自ら限界懇あり，究極的には，自主的

な公共企業体に移行せざる限り，無理なことであろう。

というのは,‘政府特別会計の合理化は経菱の節減，収入

の増大などという非卿駒的な範囲にと塵叢り，長期な山

地事業に必要な，長い目でみた包括的な合理化にまで到

達し得ない機漉にあるからである6官庁事業に必要な合

『 し
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国会に提出しなければならぬし，しかもその提出すべき

予算ほ包括予算叉戯ﾎ鱸予算でほなくて，従来通りの細

目予算であり，その使用については砿い法的規制をうけ
、 ､

るほか，鉄道債券の発行,長,短期資金の億入れも予算

をもって国令の承認を得なければならない。叉利益金の

自己処分はできず，原則として政府の一般会計に納付し

なければならないことになっている。しかもその会計に

ついては，従来通り会計検査院の検査を必要とするので

ある。

いうまでもなく，国有企業の公共企業体化ほそこに内

在する官庁的膠着性を脱却させ,民間的経営の良さを採

り容れて経営合理化堂はかることにある。公社化の墓黍

線はその意味で，政治からの分離,行政からの独立，財

政からの開放，とい5三つの指標に求めうるであろう。

我国における公共企業体においては，その発足が，性交

指摘される様に，労働問題の解決ということにあったが

ために,公社に必要な具体的な内部統制を具備し得ない

ままに移行したと見るのが妥当な見方ではなかろうか。

我為が国有林企業合理化にそって公kt化を考察する上

にも，自主化された本乗的な公社と，国家政策と未分離

にある歪められた蚕社とは，峻別する事が必要である。

なぜならば，国鉄,専売公社の如き公共企業体の機溝

､ほ実質的には現在の国有林野特別会計と，何らかわるこ

となく，監理委員会，専売事業審議会の如き最高機関

も，現在の監査官に，包括的な権限を与えることで足り

ることであり，会計面においても弾力条項の設置,勘定

体系の整序，標準原価の決定等は，特別会計の領域で十

分可能なことである。

一般に国有企業の発展には二様の形式がある。一つは

アメリカの国営企業にみられる型で,政治行政面での独

立は確保されていても，財政面での自主性が約束されて

いないもので，T・V．Aがこの典型的なものといえよ

う。他の一つはイギリスの国営企業に熟られる型で，公

社への三つの原則が完全に保証され；予算案は議会に上

程しないというほど自主化されたものである。その典型

的なものがパブリック・トラストである。

，こう見てくるならば，公社の自主性を規定づけるもの

ほ，その国のおかれた政治的,社会経済的段階であり，

資本主義の発展段階であるといえよう。イギリス公企業

の発展は，修正盗本主義というよりは，むしろ社会化の

線に沿影って始めて理解しうるのである。

戦前における日永経済は産業溌豈そのものが，国家と

密着しその保謹育成のもとに発展してきた。こうした従
来の政府と経済な切離し，経濟を純粋に資本主義的に打

ちたてることが，今や我が国経濱自立化への基本課題と
なっている。

理化と林業たる国有林事業に必要な合理化とは重要な点

で′おの鮨のニュアンスを異にしているから這ある。官

庁事業の消費会計に民間企業の良さをとり入れ，自主的

な合理化へ一歩前進趣しめよう。以下その具体的形態と

して公社論への検討に移るとしよう。

（3）国有林公社への課題

（’）我が国公企業の性絡とその批判

わが国で朧,資本主義国としては比較的多くの国有企

業が早くより形成されていた。すなわち郵便,電信は明

治初年に’電話は明治23年に官庁企業として発足し

た。また鉄道においては，明治39年の鉄道法によって

従来の私設鉄道は買収せられて，全国の鉄道の大部分が

国有化され．官庁企業形態で経営されるに至ったし，更

に煙草･塩･樟脳は専売事業として，国家独占資本の有

力な担い手となって今日に及んでいる｡-な然叉純然たる

公企業とはいえないにしても，日銀，日通，大日本航

空′日木など，いわゆる国策会社と呼ばれ－連の企業体

が早ぐより存在していた。他方戦後に至ると，経済統制

との関連において必要とされた国営企業は公団,､営団と

いう形態で設立きれた。公共企業体ほ，ここに営団，公

団という新たな形態をもって展開することになった豹け

であるが，営団ぼ戦時経済との関連において形成された

もので′多分に戦時目的をもつものであったし，公団と

ても戦後経済統制の代行機関として国営企業の本質から

ははるかに遠L､ものであった。こうした意朱で， 24年

6月から公共企業体迄して新発足した日本国有鉄道,専

売公社は'我国国営企業発展の上に,重要漆意味をもっ
ている。国鉄'専売両公社は，ここにおいて政府の全額

出盗に基き，従来の事業を包括的に承継して（第，条）

独立採算による経営自主化の道を辿ることになった訳で

あるが’その機溝に誘いても盲ざましぃ改革が行われ
た。即ち公社の最高機関として監理委員会（専売公社に

おいては専売事業審議会)，執行嬢関としては総裁，副

総裁力挙かれ'政治的'行政的影響は極力排除され,関

係各界の専門家によって運営される｡人事については国
家公務員法の適用を除外され，新たに公共企業体関係労

働法の適用をうけ，当該経済事業に適応した人事管理を

行うこどになった。このような機織のめざましい充実発

展にもかかわらず，これを実質的に内面ずける財務，会

計上の部門では何等の脱皮も認められなかった。それば

かりか国有鉄道法第36条はこれら公社が依然として政

府機関であることを示している。これを具体的にみるな

らば,計理方法ほ発生主義の原則に基くことにし,支払

穀務の繰越使用,及び鉄道償券の発行を認めることにな

ったぼかほ,､従乗のII"I会計から自主化されたものはほ

とんど見受けることができない‘即ち予算は依然として
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よってI鰐えうるところである。それは以前の国有林産

物販売所を強化充実した形のもので行くか，あるいは支

店に相応する営林局の他に，主要市場ごとに,営業所と

いう形式のものを設置する事も可能であろう。

人事管理についていえば，先ほど国有林関係労務者権

も公共企業体関係労働法が適用されることになったか

ら，幾錦鐸的に運営せられ得ると考えられるが，国有

林事業は，工場労働と異ぽり，労働内容も，作業上場所

的にも技術的にも均一性がなく，そのため標準工程すら

困難な現状である。従って，給与，及び定員，作業時間

等は，作業の菌類及び多寡に応じて自由漣調整しうるよ

うにしなければならない。

次に財務管理であるが，再三，述べてきたように，公

社に移行すべき大半の理由は，実に財務上の自主性にあ

る｡第一に予蝉であるが,国会に報告する基本的事業計
画はもちろん必要であるが,現在の如き項目別予算や，

定員などを定めて経営を拘束すると，内部壱経済事情の

変動に応じて調整して行くことが出来ない。従って，調

達資金の総額と資本支出の総額については，包括的予算

の方法芝とり，国会の議決を求めることとし，業務収支

については，見穣を前記基本的事業計画とともに，参考
、 甲

調書として提出する程度にどどめたいのであ遇。議会は

公社に対して予算編成上の自主性，決窒予算運用の鐡曽

性を尊重し，あくまで後見監督の立場にあるべきものと

する。会計制度については,従来の消礎経済的半官庁会

計癖謎やめて，一殻企業会計制度によることにし，地

租,附加税等固定資産税相当額は，従来通り，所在市町

村へ交付金として織込むようにしたい。企業会計制度の

基本線ほ，経済審議庁の企業会計原則に則するものとす

る。

雲た，国有林の経営活動強奥地森林，要保安地区等’

積腫的な授盗を要するものが多い。従って，今後に舞い

では，企業独自の信用に基き，債券の発行及び資金の借

窓れをなしうる如き措置を講じておくことが必要であ

る。国有林公社の会計倹査は，従来通り会計検査院によ

るとしても，以上の会計上の変寧が与えられるならば，

当然企業会計に基く検査とならなければならない。
金

かくして。財務欝理は著しく自主性の強いものになっ

てくるが，経営成果に基く利益金は，政府の一設会計

に納付することには変りない。公社に移行せしめる本来

αl課題が，いかにして経済性と公共性を同時に発展せし
めるかにあり，そのネックの本質的なものが，如上の経

営上の機瀧，財務，人事等の非自主化にあったからであ

る幻

ただ，ここで注意しなければならぬことは,経営活動

の潤滑剤としての報償制の問題､Gある。公社に稜行した

こうした基本命題にもかかわらず，国有林野事業に論

いては，公共性と経済性がきわめて対照的な結果，とも

すれば，国家の保護育成と，経済的均衡が切離せぬもの

とみなされてきた。しかし後述するように，公共性と経

済性は決して対立的に取りあく令べきものではない。低位

な発展段階にある産業においては，経満的発展は，同時

に公共的個個をグイグイと平行的に発展させることを見

逃してはならない。

見方を変えるならば経済的自立，乃至は内部における

礎本蓄積という前提があって，始めて公共的施設の充

実，その機能の完全発揮という事が考えうるのである。

住燕国有林における直轄治山事業，奥地幹線林道など

を，補助金の対象と考え，国家による保護の必要性を説

く向きもあるが，経営にば直ちに収益に見合う投盗ばか

､り存するとば限らない。私ばそうした不採騨な投盗も経

営体としてば包括的に考えるべきであると思う。国民に

よって委託さ熱た，この国民の森称をいかによく経営す

るか，そこに考え方の基本線があるべきで，以下国有林

公社論についても謬そうした基本線から進めてみようと

思う。

（口）国有林公社､への継想

国有林野事業は，従来純然たる官庁機織によって迩営

され：ごきた。いうまでもなく，国有林野事業は，公共性

と経済性という両原則が経営の指導理念とされるが，こ

の両原則は相互に離反するもの毛あってほならない。こ

の両原則を，発感勺視点から同時達成するたあ，次の要

領で経営主体を独立の公共企業体に改め，独立採算を強

化し，能率的，機動的運営詮行わしぬて，国民経済の発
展に寄与させ， 国土の保全にも遺憾なきを期せしめた

い。従って従来の林政部門は，国民有を通ずぁ林野行政

機関左設置してこれに当らせることにする。 ．

さて，国宥林野公社（仮にその名称童こう名づける）

は，従来の国有林野i翻り会計の一切を包括的に承継して

管理経営に当るが，その法人緒は公法上の法人として，

雛理機関に，アメリカ政府会社のBorderofShOp ("
理黍員会）に相当するものをおき，公社の業務運営詮指

導統制する権限を与える。更に独自の責任をもって活溌

に行動しうる総裁及び，副総裁を鐇かしめる。総裁及び

副総裁の諮問機関として戯理事な諸き，別個に経営活動

を雛査すべき監事をおくものとする。業務管理について

は，すべて公社の責任において行い，必要以上のいかな

る干渉も避け，一般林業，木材築等に対する法令は，そ

の事業の性格と経済規模よりみて,現在以上に拘束を受
けぬようにすること。公社の内部運営については，販売

部門の謝上を計り，市場鯛査,経済動態観測,処分方法
等について専門化した機関左分化させることも，場合に
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専売，国鍵電信電話とも，この規程は認められずに終 にせよ，あるい催,T・V．Aその他，外国公共企莱体

つた°しかし，経営能率の向上のためには，収益の上昇 にせよ，公社化の基本的命題は，この公共性と企業性の
につれて宮企業努力に相当する部分についてほ，労働条 同艤達成ということであった‘､国有林力鐡が国国民経済

件の改善，特別賞与,その他の施設にあてうる如くする に占める位置は.公共性と経済性が,特に明白であるだ

必要がある｡報鯛を伴わずに,業務の躍進充案を強い けに,前者を犠牲にして,経済性のみを追求することが
ても，決して効果の挙らぬことは，あえて例証するまで あってはならない。一番危脳さｵしるのは’材価の自由な

もないである5． 調節による民間林業の圧迫である。

申す髪でもなく，国有林は国家の林産物需給，治山治 しかし前にも触れた如く，国有林産材は，全生産鰍の
水惇おける重要な立場を占めているから，国有林野の鑿 3分の1程度であってユ価格，生産量とも，そｵ1程強い
傭，基本龍事業計画，国会に提出する包括予算，及び決 独占体とはなり得ない。原価低減が会計制度'経営内容
算は農林大臣の監彊を受けることとし，その他の運営に の改善から可能となり，材価調節の織旨も発揮できる。
ついては，公社の自主的経営に任せ，指導助成するよう． 我為は，表面的な民有称業の圧迫などという消極的な観

適切な措置を講ずろ準がある。その指導監督機織は， 点から一歩進んで，いかにして日本林業を発展せしめる
概略,農林大臣は一般監督左， 国会ほ予算，決算の議 か，いかにして国有林を，国民経演に寄与せしめるかを

決，会計検査院は会計監督をといった三指導系統になり 画策しなければならない。経営鋤果の発展と共に'奥地

流と思う。 ・林道,治山治水に積極的な投資をなし,民間林業に発展

なおこれら国有林の経営体制の確立と併せ考えｵｭぼな の機会を与えるとともに,林業経営の合理豹あり方のみ
‘らぬのは,対民有林』あるいは対地元関係である｡現在 をもって,指導,奨励することができるとするならば，

までの国有林の発展は，国有林自体の経営のほかに,民 これこそ,積極的な意味の民有林業の保護指導というべ
有林の指導奨励，地元山村経済の保護育成という外的な きではなかろうか。

ものを内包していたことは，再三触れてきたところであ －む す びー

る。従って，公社に移行するとしても，部分林,委託 さて，上述の如く，国有林合理化問題を，色々の角度
林,官行造林,薪炭材の払下等の鮒地元関係左持続させ から検討してきた｡再三,触れてきたように，国有林の
ることはもちろんのこと，更に試験研究の援蛎,僅良樹 みを別個の問題圏として把握することは最早許されず，
苗，種子の斡旋配布，国土保全事業の代行等,経営内容 日本林業，広くは我国資本主義のあり方，という発展的
の充実に伴川,',穣極的に保溌指導に乗り出すべきである 視覚に立ってこそ,明確厳解明が与えられるのである。
う。

我国国有林の現状の認識到達すべき目標，そしてそれ

以上,経営溌講の概略に触れてみたが,これを円滑に、 に用いらるべき手段;更にはその効果の確認ということ
運営するには，内部体制にも諸般の改革が伴わねばなら を，職気ながらも辿ってきたつもりである。そのために
ない。即ち，権限と責任の地方分権を実施し，決定され ば，政治，行政，財政からの従属性を断ち切ることこ
た包括予算の枠の中で,どのようにして，より効果ある そ,合理化の最初にして，しかも終極的な課題で,必然
予算統制をなしうるか，どのような内容で営林署の認証 的に公共企業体への移行詮，要請することガ認の結論て胃
制度を織込むか,標準功程の作製』それに基いた予算と あった。
人員，固定農産の配置，さらにそれらを総合した標準原 国有方腱営は，無理のないやり甲斐のある経営体とな

価の策定など，自主的に解決すべきであろう。 さなければならない。林産物需給と，国土保全の二大眼
また，経営鍵摸についても，一局当り，甥当り，乃至 目によって代表される国有林の使命は，軽兵しい言葉の

は経営区につき地理的,経済的諸条件,樹種,蓄積,面 勢いや，政治的配慮から云為さるべきではなく，叉新奇
稜等から勘案して，其の‘作業単位としてふさわしいよう を街5ものであってもならない。
再編成され踵ければならなL:。赫野整備の問題も，こう 我共が提出した国有林公職論は，国有林が国民の財産

した公社体の側から更に別の展開をすべきものである として，よりよく国民経済に寄与し，国土の保安を保持
う。ともかく，灘企業が資本と経営の分離よりなり立つ 助長するたあ陣，よりやり甲斐のある公社を設立するこ
ように，国宥林公社は，政涛行政を経営より分離し， とにあったが，この公社の概念ほ，現在の我国公共企業
自己の生産活動を維持発展せしめる機能を，資任と創意 、体のそれとは多少異なっている。
をもって自ら実行すべきである。 果していずれの型の公社をとるべきか，これは今後の

一般に公社をもって，企業性と公共性の妥協均衡の場 我国盗本主蕊の発展が，自らもって解決すべき課題であ
と考える見方も一般にないではない。国鉄にせよ，専売 ろう。 （16頁へつづく）
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新しい木材材料（5）
東京大学教授．平井信二

－－

1. 2. 繊維板

n．3．1．種類と名称

繊維板(fiberboard) といえ職餓維賓の材料を主体
として作られ淀板をすべて含むが，おもに用いられるの

は植物質のものである。ここに改良木材の1種として扱
うのはその中でも木材質を主材料としたものを対象とす

る。このように相当範囲を限っても原料・配合物・製造

方法によってきおめて多穂多様のものがあるわけであ
る。

木材質詮使う辮値板は木材を一度バラバラ艇くずして
おf､て,これを再織成して板にするという考え方にたっ
ている。従ってそのねらいとして一段的に次のような項

目があげられよう。

（1）任意の大きさの広幅板の製造

（2）廃材・小材･の利用

（3）比較的均質なおよび等方性の材料の製造
（4）素材のキフ〈の除去または分散
（5）－種滝の特別な性質の賦興

これらのことがかなり任諏勺に達成されるということ

は繊維板の大きな特徴である。

繊維板の総体的な同義語として，多少内容が少しづつ
違ってはいるが，人造板･木質板・合成板・建築板など
が大体概当するものと考えられる。このように多様な繊
維板の個々の種類を分類整理することは容易セなく，見
方によっていろいろな分け方があるが，常識的と考えら
れる次の二つをあげて見る。

（1）製品の比重より

…総｜
a･

副職。

A・

に …｡
B.藤鎮謬識創反

腫二躍謀ｽ〕じミニ悪蘇ﾊ」 j

に：つけたのは全く筆者の任意催よったもので，その各為

の境もはっきり出来ないが，お飴よそaは比重0;2ま
でbは02～0.4" cは0.4～0.6または0.7と考え

たい。

（2）原料により

含雛襄(癖)懲識:謡）(ｵ痩板）
Aは製紙用パルプ左作ると同犠に原料詮個々の繊維ま

たは繊維の束にまで解離したものを用いたもので，普通

は後記の湿式によって板に作られる。Bは通常機癖勺切

削によって木材の小削片を作り，これに結合剤を混ぜて

後記の乾式によって板とするものである。この分類によ

ると総称名としての「繊維板」は適当でなく，木質材料

のみを対象に考えれば，全体の名称は「ｵ“」とした

方がよいと思われる。

虹. 3．2．繊維板の生産と用途
繊維板約蛎めて作られたのは1906年カナ郷におﾙ､て

であってその後GPやバガスを原料としたinsulating

boardの工業がアメリカや北欧に錨垂した。湿式硬質繊

諦叛については1926年にアメリカにおいてマソナイト

法(masonitezocess)がW鐵含し，また合成鋤旨のi鯵

が超硬質のきわあてよい品質の製品をもたらじた。1934
年にスエーデンでアスプルンド法(ASPlundProceSs)

ヵ蕊明され，マソナイ1､の幟許関係からアメリカ以外の
各国に普及したが，鍵庄ではアメリカにもこの方法が入
り発達しつつある。その後セミケミカル法その他各種の
方法が現われて来ている。他方小廃材の利用を主目的と
して考えられた削片板憾各国においていろいろな方法が

考えられ，ホモケンホルッ(HomOgenholz),サンテッ
クス(SunteX)，ノボバン(NOvopan)などがその工業

牝され7こ代表的なものである。
我国では戦前から蕊・バガス・パルプ屑・亜麻屑など

を主原料としたいわゆるテックス（またはソプトテツ久
句

ス）もしくはセミ′､一ドテックスの生産があったが，硬

質繍綱反動毒えられ始めたのは戦後のことである。まず

垂

辰

震伊

■一

鋸清.鉋屑にﾃゴﾌｲﾙﾑ粉末または石炭酸樹脂を加え
Aは保温と吸音を主な目的にしたもの,Bはかなりの た乾式によるものが試作されたが，その後GP原料によ

強度左期待したものであるが，この両者の境は明らかで る湿式のものが市場化し，特にマソナイト代用の嶋濡用
ない。JISによるとAは焔重0.8未満,Bは0.8以 に向けらｵ1鞠i次国内市場に著及して来て，現在ではこの
上と一応区別をしているが， 一般の通念ではその境憾 方法による生産が二，三社によって行われている。癖：

繊維板本来の製法としては有利なアスプルンド法，セミ0.6～0.7程度にあるのではなかろうか。Aをa,b,c

－23－
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平井？新しい木材為料（5）
－

ケミカル法またはこれに類似の方法が目下研究もされ，

また工業生潅に移りつつあるという閏潜にある。削片板
はホモケンホルツ法が既に生産窪開始し，サンテツクス

その他も計画中である。碩鍾繊維仮についてはこのよう

に識恵な進震を見つつあるが，粗雑ないおゆるテックス

でない良鍾のinsulatingboardの本箱的生産は我国で
ば霞だまだ行われていない。

軟質繊維板の製造法はほとんど湿式に限られている
が,硬質繊維板にほ湿式(狭義の繊維板）と乾式(削片

板）とがあって，よくその得失が論ぜられている。大体
の目安をあげると次のようであろう。

A.繊維板（湿式）

（1）同一厚さのものでは一般に生産コスト童錘い。

(2) 5mm以下の薄物を作るに適している。

（3）外観が比較的綺麗な一穣のものにな患。

（4）加熱処理・含瀬処理その他耐水剤・耐火剤の混

和などによる諸性質の向上を期待し易い。

B.削片板睡式）

（1）前者より小さい生産規摸・設備でよく，従って

4廃材の利用に適し，また設備費が少くても始められ
る。

(2) 10xmn以上の厚物詮作るに適して3,､る。

繊維板の生産ばこれからの木材利用の必然の方向であ

って，その用途もまた多方面に発展して行くものと考え

られるが,現在の状況で一応考えられるものをあげる。
A.軟質繊維板: '尉昴と吸音を主目的にした主に建築

用の板，すなわち壁板・天井板など，断熱材料。
B.硬質縄維阪

a、湿式鞠総仮:王記より強さを要求する建築用の
板，すなｵつち壁板･渇ｷ板・屋根・タイル，譲扇ボデー
材，コンクリート堰板な垂

b.乾式削片板：テーブル甲板・開き戸抽出の鏡板な
どの家具材料，ミシンテ戸-プル板の心，壁板，ことに厚

い間仕切材料・床板などの建築･車禰用材(大体ラシバ
ーコアー合板の用途に同じ)。

Ⅱ．3．3．繊維板の製造法

（1）湿式(Wetsystem)

原料をバﾙプ化して多量の水に簿腫状態にしておき’
擬剴幾にかけてマットにする。これを乾燥.したもの力轍
質繊維仮笹あるが,腰蕊繊維板は未斑繰の水分の多いま
輩のマットをホットプレスで加騨鋤I圧して製品とする。

この場合結合剤の添加は必ずしも必要でない。

a、繊維の解離？パルプ化することであるが，製紙原

料の場合程!こい秘､に解離を行わぬことが多1，､。この繊

維解離の仕方にいろいろの方法の特徴があるわけであ
る。主なものを次にあげる。

i)GPE:通常の製紙用GPを作る方法と同じ壷あ

るが,普通ポケットグラインダーが恥､られる。さらに

リブァイナーにかけることが多い。

ii)アスプルンド法；アスプルンドデファイプレータ

- (Asplunddefibrator)を用いるもので，チップを

160～180｡Cで予熱することによって木材の識龍詰合物

質（リ.グニンなど）を軟化し，これをディスクミルに送
ると，辮俊ほほとんど損傷されずに解離される。これを

2段に減圧して大気中に放出する。軟質識俊板にするも
のはさらにピーターにかける。

なお穂j々の程度の前処理左伴った各種型式のディスク

ミル（パルパーからリプァイナーに至る）による方法が
あり，我国でもさかんに研究が行つれている。

iii)マソナイト法：マソナイトガン(masonitegun)

を使用するもので一例をあげれば銅銭鯉シリンダ2－（ガ

・ン）の中に約90kgのチップを入れ, 20～25気圧の蒸

気で40秒処理し,次に2~3秒間に識圧を70気圧
まであげ5秒間作用させ，下部の弁を突然開いて細隙を

通って爆発的に成出させると，チップは長い繊維状のも
のになる。この処理によってリグニンガ識化し,また活
性化する効果があって，これがマットを熱圧成板する際
に結合剤としての役目を果すといわれる。

iv)セ.ミケミカル法：セミケミカルパルプ製造と同犠
にダｲジｴｽﾀｰ(digesteのを融､てﾁｯプを処理し

て後リフアイナーにかけるものである。

b.マットの作成：解繊した材料を多量の水と共に抄
造機（テツクスマシン，フオーミングマシン，ポードマ

シン）にかけてマットにするのであるが，連競式のもの

に卿同ﾇ噸式,双胴丸網式,長網式などがあり，童た断
続式にチヤップマン法がある。

c・乾燥:鰄織維仮ではマットを適当の寸法に郷断
し，これを乾燥して製品とする。我国の低品質のいわゆ
るテックスといわれるものは天然乾燥に去るものが多い
が，本式の生産では適当な乾燥機（ドライヤー）にかけ
られる。

d姪諦戊仮:硬質繊維板は60~70％程度のZk分左
含んだマツとを多段式のホツトプレスによって加熱加圧
して成板す-る。原料と蔓球される製品の厚さと品質によ
って加熱獄童および時間，圧締圧力が変えられる。這瀦
150～180｡C" 20～如分, 5～30kg/Cmg程度の範囲で
行われる。

な調繊維化した原料を一庭乾燥し，これに多くは結合
剤を加えてホットプレスするものを半乾式（セミドライ

式semi-drysystem)という。またマットを一度乾燥し
てからホットプレスするものをドライプレッシング法
(dry‐pressingpxoceSs)という。
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平井：新しい木材々料（5）

c e･後処理；プレスから出た板を120～180｡C,3～5時 humIdfying)を行って完全なものとする。

間熱処理をすると耐水性および諸強度をある程度高める f.特殊処理:製品に特に耐水･耐湿性を与えるため

ことが出来，また乾性油を多少含浸さぜて上記の熱処理 にはマットにする前にパラフィン・樹脂石鹸･瀝青物質

を行うとさらに著しく性能を向上さぜることが出来る。 などを少最（1～2％）混入し，また耐火剤を入れること

これをオイルテンパリング(oiltempering) と称し， もある。強さ．硬さその他の性質の向上を期待するため

この処理を経たものはテンパードとして値段も高い。な に尿素樹脂・石炭酸樹脂などの結合剤を承れることもあ

お水ツトプレメまたは熱処理直後の製品は含水率がはな る。

はだし<低く，そのまま使用すると吸湿して狂いを生ず 以上の湿式繊維板の製造工程を簡略にして第20図に

るので，通常調湿（人工給湿，ヒユミデブァイイング， 示した。

第20図湿式識{甑の製造工程（半乾式を含孟『）
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の方法は各法の繧許になっているものが多い。

c，予備成型：プレスに入れる前に板1枚分の材料を

予備成型する。このため各種のなるべく能率のよいフォ

ミ･ングマシンが用いられる。

d.圧締成板:湿式と同織多段式ホットプレスで加熱

加圧する。ただし湿式の場合のように水分が多くないの

で，プレスの回転は遙かに早い。温度も通常やや低く，

120~孔50｡C,b5～20分程度で,圧締圧力は10～40kg/Cma

程度の範囲で行われる。

el後処理，特殊処理：湿式と同様調湿を2行うことも

あるが，熱処理・含油処理などほ行われない。耐水・耐

火等の特殊処狸はむしろ成板後表面処理的に行う方がや

り易いと考えら荘る。潅鎚通常ドラムサンダーにかけて

表面仕上げ詮して製品とする。

以上の乾式削片板の製造工穏を第21､図に示した。

途 （2）乾式(drysystem)

木材を機械的切削によって小さな削片胆し，これに結

合剤を加えて，大凡の成型をして後ホットプレスで加熱

加圧して製品とするものである。

a・削片の作製(J'aving) :各種の方法により各持独

特の切削機械が用いられる。出来た削片の形状・寸法・

癖僅方向の通り方および1枚Q板に異なった形状のもの

など5組合せて入れるかによって製品の性質がかなり異

なって来る。蛍たホッグとハンマーミルによって微細化

する方法もある。

b.結合剤の混和:結合剤ほ主に尿素樹脂,時lこは石

炭酸樹脂力報いられる。乾式削片板では結合剤の量は少

一くて4％，多くて20%にも達するものがあるので。結

合剤は生産原価の中2割乃至5割位の大きな部分を占あ

る。従って適当な結合剤を選ぶことと，これの削片への

つき方が肝要の点である。通常ほ噴霧混合をするが，そ

一

第21図乾式消I片叛の…程

l1結合剤

琴
囎

シ
ミ
》戸

一

マグ

潅一必
一

ンピ
ー
グ

エ
ツ

シ
、
ホ

ゴ
ー
『

↓

斗 割ドライヤー|→1 ミキサー!→1ブオーミングマシンl
↓－

一

間綱イーゴラムサンダー←L丞塑－1プ函

-－25－



一

平井：新しい木材尭料（5）
、

n. 3. 4．繊維板の性質 えられる。しかし結合剤の混入の仕方によってかなり変

これまで記したように識荊蛎は原料・製造法によって 化があ.ることが考えに入れられなければならない。実際

全く多種多様の性質のもの力鵯られ,またある程度任意 の使用面において重要なのは吸湿吸水性とそれに伴って

の性質のものを作り得ることが栽雛板の特質でもある。 戦る膨潤の問題であるが,これも耐水剤や結合剤の入
繊維板の各種の性質は大体j増重から推測することが出来 れ方によって大いに異なってくる。繊維板の製品試験結
る°たとえば嘩音･断熱性は比重の小さいもの程概ね良 果の1例をあげておく曉4表)。
好であり，強度的諸性震は比重の大きいもの程よいと老

第4表繊維板の材質 ′(堀岡他2）

~~厩~永率
(30.C,
2時間 鰻蕊鶚琴｜含雰｜“嬢 ｜腱≦ ’

曲げ
破壌係数
k"cm2

プリネル

傷､鳶
％ 間）％ ％’

一

’
鮨
“
一

５
３

０
３
←
８

■
●

●
３
７
１

１
硬質繊維板

（マソナイト法）

藤管噌
(鵜愛護鶏）

1．03

0．86

0．27

6．1

10．2

16．3

く3鉛

258

7．8

4．11

2.“

0.53

26．1

29．3

29g.3

11.3

16.3

19．5

３
９

ゆ
■

６
８ 一

写
8．6|

◇

問題であり，その二は国土保全の問題である。教育の問
題侭筆者門外漢なる故に多くを論じ得ないが，少くとも

国と､､う社会を織成する人間の完成程度に因ってその国

力溌展するもしないも分岐するものであると思う。六三

制教育方法力轆立されて全国共通国民斉しくこれを享受

しているものかと思うと，山間部落ではまだ小学桟6年

さえ満足に了っていない子供がザラにある。理由は簡単

である。学校が遠いから，家が貧しいから．…極端なの

になると百姓するのに学問はいらぬというのさえある。

思い違いも甚しい。入間はロピンソンクルーソーでない

限り一人だけ社会から隔絶して生活出来るものではな
い。澪ドー通りの学問は受けなければならない。それが

叉個人としての権利でもある筈である。愛しいものには

社会齢勉学の機会鞍与える，遠隔過ぎる者には道路の改

善を計ってやる，そういう社会になりたいものである。

国土保全の面から見た林政の問題となってはそれがす

べての社会の基礎産業である林業に立脚するだけに至っ

て埴味なものであり，兎角世人に忘れられ勝ちである為

華かな他の問題に比べて新年の新聞に出なかったのも鍵
理ない事と思われるが，これが根本の問題であるだけに
世人は(林業人だけでなく一般社会人全部）一層関心を

舞たなければならない事だと思う。暮もおし迫った一頃

門松琵止論が出て人の注目を引いた，そして飯しゃもじ
に穣竹の絵を画いて門口に飾る事を提案すると論者はい

っていた濠だ。丁度戦時中神期に供える御餅の代りに紙

に画いた餅を飾りましよぅという運動があった，正に画

餅の痩である。日本人はどうしてこうも型式にこだわる

の打旧依制から脱し切れないのだろう。生きている松の

木を切って来て立てなくてもいいでほないか。食鬮不足

の時闇米買って迄餅を搗かなくてもいいではないか。あ

るいは出来得る人ならやってもよいというかも知らぬが

I ･会員のこえ

幸
瞬年頭所感

;I
‘一山塁1些垂轟忽一一一二…I

岩手県下閉伊郡.地区苦及員一富岡礼次
昭和29年を迎えて一般の新聞論調の傾向は日本と世

界を日本の立場からかなり強く取上げ平和問題経済問題

がその主幹となっている観があった。これは国の進路の

方向を示すものとして国民全般が強く認識している事を

新聞という公器によって論ぜられだいる事で至極当然の
事といえよう・太平洋戦争力辮鋸して，ここに9度目の

新年を迎えたわけで日本の都市農村共に目立って復興し

たといわれているが果して根本的な治療力嘆に熱意ある

人によって実行されているであろうか。都市にしても農

村にしても表面は碓かに復興した点が多く数えられる。
たとえば都市庭は高層建築が櫛比し明るい電飾極彩られ
た夜景等正に壮観というばかり。叉農村も今でほぼとん
ど無電灯村がなく燕り，自砿車，リヤカーは普通のもの

となり更に小型動力が普及して農村の生活に経費と時間
の節約がもたらされて来た。いずれも旺盛な商魂と生産
の重要性を認識した一つの現われである。その反面正月

中は停電なしの明るい新年であるとかいう事それ自体が

既に暗い感じを含んだ真相を現わし，農村に於ても水害
や冷害は天災か人災力将叉政災か等と騒ぎ，之天災に非

ずしで人災なりせぱ防止方法があった筈，更に若しそれ
政災如きものならば何なか識っん。

しかし皮相の論はとも角として抜本的施策が正月の新
聞に見えなかったのは遺憾としたい。その一つは教育の

＝
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富岡：年 頭 所 感

いたのは誰逢あったろう。衆参議員のお歴共が年頭所感

で大新聞に一人位「日本の林業は．･･･」とやってのけて

もらいたかつ推｡喉元過ぎて熱さを忘れたのであろう

か，否まだ喉元過ぎた処の騒ぎでない筈だ。この時に於

てNHKが第二放送で林業識座を午後6時半から継続さ

れた事は実に震深い。我鈴林業人は冬もなく夏もな

い。頭から腕から技術と智識を入れそして之を肉体から

出して緑化浜精進しているのだ。然し日本の山は林業人

のみではどうしても緑ｲ鰯錘成出来るものではない。一

般性会全部力謹に力を入れねば日本は中央アジアの綴に
砂漠化する危険躯ある，ブィンランドの様なスエーデン
の犠な立派な森林国になるにはどうしても社会全体が本

無障置林業を考え泡ばならない。我燕力窪出した代議士賭
公がもつともつと林業を考えて欲しい。

南日本にユーカリが育つと報ぜられた事は1953年の

林業界に贈られたヒットニニースである。これを更に北

日本に育つユーカリの発見こそ今後の日本林業界の課題

である。又製材工場に捨て土ある鋸屑や背皮がホモケン

ホルツに化せられるという事もユーカリと共に大きな意

蕊を持つ｡更に毎年山地に山穣す為落葉の利用等瀧畔す
る頚をもってすれば，輩だ霞だ利用の範囲はある筈･をあ

る。山に肥料を施して今の2倍も3倍も収穫を挙げ未利
用資源の活用を一樹bすることを希うもの切なるものが
ある。原稿を書いている用紙も何気なく捨てている渡紙

さえも木材である事をおもえばなかなか事務室の反故等

馬鹿には出来ない。
山そのもの坐利用からいっても毎冬降り積る雪が融け

て流れるその量は莫大なものである。これを一ケ所に集
めて利用するという事になればダムというものも今迄の
様に河川の洗域のみでなく山そのものが大き准単ムとい
えるであろう。頭と肉体の健康こそ自然を克服し自然を

利用する唯一の資本である。

将来性のある本当によく伸びた5年か7年の立派な松の

樹を切るという事は何と考えても惜しい気がする。これ

も戦争中満洲で畳なし運動というのがあった‘部屋に鑑

を敷くと衛生上鍵が立つから悪い，これを廃止して板に

切り替えるというのである。実状は藺草を作る田がzkEI

に切り替えられ労働力も不足し軍需轆送を妨げて生活励

賓の輸送に充てられないのが本当であったらしい。し力、
しどうしても日本人は畳に対する未輝きあってをめて四

畳半だけでもよいからといって日本からわざわざ畳表を

輸久して家を建てたが終いにこれも出来なくなると満洲

で閥に似だ草を集めて代用し過して来たお門松廃止蓮励

は真に日本の林業の現状を知る者壱あれば賛成する壱あ
ろうがどうしても門松から切り離れられ底い国民性であ

ると思うので筆渚催ここに一案を提して大方の批判を仰

ぎたい。

今後の門松は一切都道府県の検査を受けたものを使用

すること。検査は必ず間伐木及枝打の際の小枝のみ利用

すること。罎手錘Iは可能な範囲で少額としその大部

分は間伐若しくは機打した者に還元措置をとるこ・と。

検査員は地方の林務職員滋動員し亡やれば1年1回捲

けの蕊であるから普通の事務に支障は来たさないであろ

う。

府県の記号の入った〆飾りを公明な気持で戸毎に立て

新春を迎えるのも一興ではあるまいか。門松は人に見せ

るもの断じて不正な手段では入手出来ない。これ浜よっ

て間伐綾打の実地指導普及効果があれI霞に幸である。
さて総合開発結構,電源開発大いに賛成，農地開発これ

また藍轍しい°しかし，これ等すべての産業はほとんど
すべて鋤Kﾎ礫の恩恵寵受けているのである。こういう林

業であるのに年頭の新開に一向その事が載っていないの

種実に淋しかった，去年あれ程水害に悩された時植林せ
よと叫んだのは誰であったろう，選挙の時山の恩恵を説

へ

マ
■

▲
壷

◇
｛
垂

あとがき

会の運営については無駄をなくし‘冗費を極度に切り

つめているが，ど5も毎年のことながら，年度末ちかく

なると，経理面で文字通り四蕃八苦せざるを得ない。

この原因は，やはりこれ叉例年の様に年度経過後に会 ；

費を納久される向きが多いからで，こういうことのない

鐵に会費の納期を毎年11月末迄に完納せられる橇お願 ’
いし･でfまあるが，実施される向が少い。

費太の諒漬さへあれば，おくれても納久される会費だ ’
から問題はない魁会費一本の収入で魑塁をしているの ’

会員諸賢の一部から値上げしたらどうかと云う声があ

るので目下考慮中である。

要は安い会費で合理的に運営されることが』望ましい

が，行詰る前の事師背訟が肝蕊であろう。 （編集室）
一

2月10日発行 頒価40R

業 技 術第理4号

編集発行人松 原 茂

印刷所合同印刷株式会社

昭和29年

鉢

だから会蕊の納入がおくれると荊錨の発行も鈴くれる綴

な状態になって来る。 、

会員諸賢の轆曽団体としての役割もこん厳ことでは，

甚だ申訳けないので,健全な運営を期する濠全力芝注い

でいるが，経理面の苦しい原因の一つとして叉会費が一

般にくらべて少し安過る標に思われる点があげられる。

祗関法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七審池
電話（33）7627．9780番
振替東京60448番
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五
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藤
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工

社
長
長
長
長
長

ｒ
，
郡

洲
鯏
洲
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蝿

本
山
，
工
縦
一
工
鍍

本社

工場

東京。銀 座

北海道・苫小牧市

愛知県・春日井市
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印刷紙｡筆記図画用紙

特殊用紙

板紙。薄葉紙
●

硫酸蓉土。明蕊

式
斌製雲

取締役社長田 辺武次
一

東京都中央区銀座東五丁目二番地の四

参塁惠嘉馬備後町二丁目二十一番地
江同||･富士｡岩洲･中津･淀川｡熊野｡名古屋

本社

出張所

工場

声
一

Ｆ
一

包装紙・図画用紙

煙草用紙・一般洋紙

印刷紙・筆記用紙

新聞紙・簿葉紙

』

一■

製織
示土長西 濟

本社東京都中央区東銀座三の四

工場-1-条。伏木°小倉･八代･坂木e･釧路
｡

一
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策ﾉ 工業会祇
株式

鰯 一

ｰ

取締役職長・ 島村芳三

東京都千代田区打樂町1の8（國策ピル〕

大 阪 市 ・ 礼 幌 市

旭川工場 、 勇挑工場

社
・
店
場

本
支
工

喝

七

I F
吟

Y 型 集材機
q

皿型5馬力モータ一カー=。

フロレフ式・簡易ピアノ線集材装置

巻田式木炭運搬装置

’
エ
ー

～

〆

岩手富士産業嫌式會献
上1

1 ．薫 ”
艫.銀閣魂.癖誕瞳一停鋤…蔑錘I罎部蕊錘壁垂錘迩…認蕊鍵蕊露謹謹選露艇認謹…齢
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木 材。椎茸 ・厚經木

種 黄。名入手拭・ 亨昊霊室潮

－林業用諸費材一
」

日本撚業株式會耐
東京都文京区小石川町1ノ1

（林友会館内）

＝

取締役社長小山 、満
方
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東
京
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店
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、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
江
戸
橋
一
ノ
四

一
一
電
話
千
代
田
（
翌
九
藝
一
三
上
一
美

出
張
所
・
八
幡
・
室
蘭
・
釜
石
・
広
畑

一

⑯⑪
光
洋
商
事
株
式
会
耐

国内販賓並輸出入

普通鋼材全般・鉄鋼二次製品

特殊鋼・非鉄金属・機械器具類
竜
一

代
表
取
締
役

本
社
・

東
京
支
店
・

出
張
所
． 阪和興業株式会社

小
寺
直
三

大
阪
市
西
区
道
頓
堀
通
二
丁
目
三
番
地

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
江
戸
橋
一
ノ
四

電
話
千
代
田
（
”
）
九
五
三
二
’
三
六

八
幡
・
室
蘭
・
釜
石
・
広
畑

取締識罎北二郎

本社大阪市東区伏見町五の三○
電話北浜（23）8 651－8番

支店東京都中央区日本橋江戸橋1の15(藤沢ごル）
電話千代田（27）5060．5061．7538．9353

〃 名古屋市中村区広井町三の九八(名古屋ピル）
（名古屋駅前）電話本局（54）7650番
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謹奮咳塞更蕊…→牽酋罰謹罐謬零醸喜曝

１
１
１
１

竜、

灘量機械。精密機械製鐘

株式 会 社

測 機舍
《
戸
】営業 ・ 製造

本社。東京都世田谷区三宿町390
6

電話。世田谷(42)1625．3814．3883
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い
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祇
名
変
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逼
知
◇

今
般
二
月
一
日
を
以
て
左
記
の
通
り
社
名
を
改
称
し
事
業
の
発

展
を
期
す
る
こ
と
に
致
し
戎
し
た
。
何
卒
今
後
共
倍
旧
の
御
引

立
を
懇
願
致
し
弐
す
。

先
ず
は
社
名
変
更
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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旧
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新
社
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光
産
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株
式
書
社

東
京
都
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区
小
石
川
町
一
ノ
一
●

日本砂鉄鋼業株式会社

指定問屋

０
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篭 今
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東京都中央区日本橋大伝馬町3丁目2番地

電話茅場町（66）代表9銘1-9629

倉庫東京都江東区深川1丁目15番地

電話深川（“）0“9
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標準林学講義執筆博士職聿灘聿
訂 分擴
疋

A5型910頁価650円⑦65円 ｜櫻井博士.伊藤博士
三浦博士外10名協力作 林 中村蜜太郎(25頁）改喜 園 小寺駿害(25頁）

林蕊実鱸と実習訂撫撫繍驚撚-識:｜
改
訂

A5型425頁価480円⑦75円蟹鳶※ｴ製久譽爽筆籠鬮‘細 エ 野村新蔵（13頁） ’

豊緯鬮壌舟調響方婁蕊誌(鵜） 産 物岩出羨之助(30頁） ’
來：防エ事 （4頁） ｜樹苗養成及保護長谷川孝三（69頁）

吉田陣士著林慣算遼及較利學価230円
吉田嫁士替普理論森林經理學価480円
中付陣士著育林學原論価400円

中付陣士著認造林学臆想価300円
島田博士醤アメリカ林業發展史価'50円
島田隊士著就業簿記及收盆評定論価200円

３
４
１
１
１

０
０
０
０
０

価
価
価
価
価

円
円
円
円
円

０
５
２
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毎
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細
帽
》
醐

鐸
馴
鱗
蕊

著
著
著
助

》
州
》
》

広漣玄灘壹十觜理想の'1唯宅鑿讓瀞雷島田博士著撫政学概要篇聯
一送料各65～80円一

広江文彦署社寺建築価350円

鈴木博士著火災学価500円
笹治庄次郎著すみよき住居の設計価250円

１
１

東京・赤坂・一ツ木町31

地球出版株式會祗
振替口座東京195298番
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昭
和
二
十
六
年
九
号
四
日
踊
三
租
純
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鏥
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

噸
和
二
十
九
年
二
層
十
日
発⑳壺謹墓が野病虫害か⑤

完全に守る三蕊蹴新農薬

野鼠の徹底的躯除に

モノフルオール酷酸ナ1、リウム製剤

少量で大量の藤餌が出來野鼠は好んで喰べ、しかも戯滅的

効果をもつため､広範囲の集団鮠駆除に好適。

理想的な展着剤

ドウ グラ ミ ソ

林
撒布用銅水銀殺菌剤

三共ボル

０
Ⅱ
Ｅ
Ｄ
Ｚ
Ｑ
＆

業
技
術
第
一
四
四
號

浸漬用種子消毒剤

リオゲン
お問合せは

東京都中央畷日本#詳町3の1

三共株式会斑農薬部

｡。。新刊案内。。。
内田蚕一箸

の害虫

No.38

苗 畑 （
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
五
十
一
号
）

一林業技術叢書一

第'2輯認譜撫蕊岡村義男箸 価120円（会員110円）〒16円

實践砂防講義 一林業解読シリーズーー､~､へ～

第58冊内 田映碧

青森のヒバ林

A5270頁
図100蕊余

円
円

０
４

２
２

２ｎ劃
〒

第13輯東大教授・農博中村賢太郎著

些
林学入門＝

（植林の手引）鑛哩鯛

水野金一郎著第59冊

頒
債
四
十
圓

秋田 ギ林のス
一 －

い･ずれも価40円〒8円

－林業普及シリーズー

No.37 原口 亨著

木の 話
寺

田

価130円（会員120円）〒16円

東京都千代田区六番町七一

悪日本林業技術協
一
画
二

電話(33)7627．9780番

振替口座東京60448番

6


	表1

	1954年2月号目次

	シラス侵蝕谷生成の機構について

	苗畑作業の改善

	いわゆる「テグスムシ」について

	日林協創立三十年史2

	国有林企業合理化について
	改良木材講座_新しい木材材料5

	会員のこえ_年頭所感

	あとがき
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